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今すぐアクセス！耳より情報満載

6
2023
令和 5年 水無月
No.398

今月の主なニュース

今月のクロスワードパズルに
正解した方の中から抽選で

今月のプレゼント 15名様
●４年ぶり盛大に開催… …………… 第 33回通常総代会… 2 ～ 3Ｐ

●楠田富雄組合長を再任… ………… 役員改選………………………4Ｐ

●一問一答集… ……………………… 支店別総代座談会等…… 7～ 9Ｐ

●部長に伊東愛二さん… …………… 青壮年部通常総会………… 10Ｐ

●頑張っています… ………………… いきいき農業塾生………… 11Ｐ

●新ジャガイモとホタルイカのサラダなど…… シェフ永井のおすすめ…… 30Ｐ

飲む黒酢de
（ストレート）りんご

岡山県産有機玄米を使用した黒酢100％。食物繊維、カルシウム
配合により健康をサポート。薄めずそのままどうぞ。

いきいき輝く農業塾生
いきいき農業塾の塾生が頑張っている。この日は野菜の苗植え。場所は祝子町の JA地域農業振興支援
センター。指導する JA指定営農相談員、牧野哲郎さんの一挙一動を見逃すまいと全神経を集中して臨む
その姿勢に圧倒された。いきいきと輝く塾生たちに農業の力を見た。（11面に関連）



４年ぶり盛大に開催された通常総代会

第第3333回回 通常総代会 通常総代会
全９議案を承認

議長を務めた稲田雅之氏（左）と松田成歳氏

決議事項
第１号議案 令和４年度事業報告および剰余金処分案の

承認
第２号議案 令和５年度事業計画および関連事項の承認
第３号議案 第11次中期３カ年経営計画
第４号議案 定款の一部変更
第５号議案 定款附属書総代選挙規程の一部変更
第６号議案 任期満了に伴う役員の選任
第７号議案 役員退職慰労金の支出
第８号議案 固定資産の取得
第９号議案 国等の施策に基づく奨励金等の事務の委任

JAは４月28日、第33回通常総代会を延岡総合文化センター大ホールで開きました。コロナ禍が沈静
化しつつありますが密を避けるため大型施設での開催といたしました。総代550人中489人（本人出席
265人、書面議決223人、委任１人）が出席し、４年ぶりに活気ある総代会となりました。令和５年度事
業計画など上程された９議案は原案どおり承認されました。
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総
代
会
は
、
稲
田
雅
之
議
長
と
松
田

成
歳
議
長
の
も
と
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し

ま
し
た
。

冒
頭
、
楠
田
組
合
長
は
「
昨
年
も
コ

ロ
ナ
禍
や
資
材
高
騰
、
台
風
14
号
な
ど

の
自
然
災
害
で
農
家
は
極
め
て
厳
し
い

環
境
に
置
か
れ
た
。
Ｊ
Ａ
は
農
家
支
援

を
最
優
先
と
位
置
づ
け
、
燃
料
の
価
格

引
き
下
げ
や
粗
飼
料
割
引
な
ど
を
行
っ

た
が
、
引
き
続
き
効
果
的
な
対
策
を

打
っ
て
い
く
」
と
し
た
上
で
「
何
よ
り

大
切
な
の
は
組
合
員
の
意
見
を
事
業
に

反
映
す
る
こ
と
。
今
年
も
『
意
見
収
集

活
動
』
を
継
続
し
、
組
合
員
、
利
用
者

に
寄
り
添
っ
た
事
業
、
活
動
を
実
践
し

て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
協
同
組

合
の
役
割
を
発
揮
し
て
持
続
可
能
な
農

業
の
実
現
に
不
退
転
の
覚
悟
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
」
と
強
い
決
意

を
示
し
ま
し
た
。　

最
後
に
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
東
延
岡
支
部

の
片
伯
部
章
太
支
部
長
が
「
食
料
安
全

保
障
の
強
化
に
向
け
た
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
政
策
の
確
立
に
関
す
る
特
別

決
議
」
文
を
読
み
上
げ
、
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

強い決意を示す楠田組合長

受賞者の皆さん

重点取組事項
  1  農業者の所得増大に向けた取組強化
  2  組織基盤・財務基盤の強化
  3  事業の「合理化」「効率化」「集約化」
  4  准組合員との関係強化
  5 「出向く体制」の確立
  6  購買拠点店舗等の総合的機能発揮に向けた具体的取り組み
  7 「支店」の特色を活かした「地域活性化」への取り組み
  8  コンプライアンス・リスク管理態勢の強化
  9  内部統制の適正な運用
10 「県域JA」構想に向けた事業整理

井本　民雄
織田　直行
甲斐　孝行
甲斐　善一
児玉　正一

佐藤　裕臣
JA延岡わぎゅう女性部
「べこちゃん乙女会」
西階地域営農集団
農事組合法人　いがた

（敬称略　五十音順）

優良組合員表彰

優
良
組
合
員
表
彰
式

優
良
組
合
員
表
彰
式

優
良
組
合
員
表
彰
式
は
、
総
代
会
の

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
し
た
の

は
Ｊ
Ａ
事
業
の
発
展
、
地
域
農
業
の
振

興
に
貢
献
し
た
６
人
と
３
団
体
。
楠
田

組
合
長
か
ら
１
人
ひ
と
り
（
団
体
は
代

表
者
）
に
賞
状
等
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
の
あ
と
楠
田
組
合
長
は
「
皆

さ
ん
に
は
日
頃
か
ら
Ｊ
Ａ
事
業
に
協
力

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
農
業
振

興
、
地
域
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

方
々
で
す
。
体
を
慈
し
み
、
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
祝
辞
を
贈
り
ま
し
た
。

受
賞
者
（
団
体
）
を
代
表
し
て
、
べ

こ
ち
ゃ
ん
乙
女
会
の
井
本
み
つ
よ
会
長

は
「
栄
え
あ
る
賞
を
い
た
だ
い
た
の
も

多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
お

か
げ
で
す
。
地
域
、
県
北
、
宮
崎
県
の

農
業
振
興
の
た
め
に
鋭
意
努
力
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
志
し
半
ば
。
こ
の

賞
を
励
み
と
し
、
将
来
に
向
か
っ
て
努

力
し
て
参
り
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。

何
事
も
不
退
転
の
覚
悟
で
臨
む

何
事
も
不
退
転
の
覚
悟
で
臨
む

楠

田

楠

田

組
合
長

組
合
長

６
個
人

６
個
人

３
団
体

３
団
体

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
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Ｊ
Ａ
は
４
月
28
日
の
通
常
総
代
会
終

了
後
、
本
店
大
ホ
ー
ル
で
開
い
た
第
３

回
理
事
会
の
互
選
で
代
表
理
事
組
合
長

に
楠
田
富
雄
氏
（
70
）
を
選
任
し
ま
し

た
。
２
期
目
。
任
期
３
年
。

楠
田
氏
は
昭
和
47
年
、
前
身
の
旧
延

岡
市
農
協
に
入
組
。
総
合
企
画
部
長
等

を
経
て
平
成
23
年
に
常
勤
監
事
、
同
29

年
か
ら
副
組
合
長
、
そ
し
て
令
和
２
年

か
ら
組
合
長
と
し
て
Ｊ
Ａ
を
け
ん
引
し

て
き
ま
し
た
。「
今
年
は
第
11
次
中
期

３
ヵ
年
経
営
計
画
の
初
年
度
。
県
域
Ｊ

Ａ
構
想
、
老
朽
化
に
伴
う
本
店
建
設
計

画
な
ど
山
積
す
る
重
要
な
課
題
を
１
つ

ひ
と
つ
、
し
っ
か
り
と
実
行
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
理
事
会
で
は
副
組
合
長

理
事
に
川
原
博
之
氏
（
56
）、
常
務
理

事
に
重
黒
木
充
氏
（
60
）、
筆
頭
理
事

に
栁
田
裕
則
氏
（
69
）、
代
表
監
事
に

佐
藤
善
男
氏
（
70
）
を
再
選
。
常
勤
監

事
に
前
監
査
部
長
の
和
田
健
太
郎
氏

（
62
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

筆頭理事
栁田 裕則（南方）

尾﨑 公美洋（恒富）新

松田 武文（東海）

横山 吉弥（北川）新

河野 公子（女性部）

小野 茂也
（東延岡・南方）

常勤監事 和田 健太郎
（学経）新

常務理事
重黒木 充（学経）

片伯部 芳徳（恒富）

黒田 啓睦（岡富）新

井本 喜代治（北川）

藤島 惠子（女性部）新

佐々木 孝行
（伊形・恒富）新

高橋 一善
（員外）

副組合長理事
川原 博之（東海）

重黒木 朝光（伊形）

佐藤 文章（南方）新

井上 敏彦（北方）

甲斐 龍（北浦）

代表監事 佐藤 善男
（北方・北川・北浦） 

遠田 祐星
（岡富・東海）新

代表理事組合長
楠田 富雄（南方）

富山 靖弘（伊形）新

横山 博章（東延岡）

増田 一美（北方）新

松本 義文（北浦）

カ
ッ
コ
内
は
選
出
区
域
。

学
経
は
学
識
経
験
、員
外

は
組
合
員
以
外
か
ら
の

選
出
。
敬
称
略
。

ＪＡ延岡ＪＡ延岡
新役員

楠
田
富
雄
組
合
長

楠
田
富
雄
組
合
長
をを
再
任
再
任

川
原
副
組
合
長
、重
黒
木
常
務

川
原
副
組
合
長
、重
黒
木
常
務
もも

常
勤
監
事

常
勤
監
事
にに
和
田
健
太
郎

和
田
健
太
郎
氏氏

理
　
事

監 事監 事
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谷名 俊一（恒富）見山 明徳（伊形・恒富）

吉田 道信（北方）甲斐 孝德（東延岡・南方） 

兒玉 秀敏（岡富・東海）

須田 泰博（伊形） 

矢野 廣文（岡富）

吉田 千穂子（女性部）

柳田 義則（南方）

甲斐 信良（北川）

カ
ッ
コ
は
、

選
出
区
域
。

敬
称
略
。

在
任
中
は
組
合
員
、
役
職
員
、
関
係
機
関
・
団
体
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
事
業

へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
新
体
制
の
も
と
Ｊ
Ａ
の
発
展
と
地
域
社
会
の

活
性
化
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

第
33
回
通
常
総
代
会
終
了
後
の
理

事
会
に
お
き
ま
し
て
、
代
表
理
事
組

合
長
と
し
て
２
期
目
の
選
任
を
受
け

ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
何

卒
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
の
人
口
減
少
、
農
業
者
の
高

齢
化
に
よ
る
正
組
合
員
の
減
少
、
さ

ら
に
は
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
な
ど

農
業
、
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
極

め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
混
沌
と
し
た
な
か
、

こ
の
１
年
は
総
代
会
で
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
第
11
次
中
期
３
ヵ
年
経
営

計
画
を
主
軸
に
据
え
、
積
極
的
な
事

業
運
営
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
農
家
所
得
の
向
上
、

地
域
農
業
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
有
効
活

用
、
准
組
合
員
の
事
業
参
加
・
事
業

利
用
促
進
、
肥
料
・
農
薬
の
セ
ッ
ト

予
約
販
売
、
小
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
そ
し
て
組
合
員
の
皆
様
の
声
を

事
業
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
役
員
に

よ
る
「
意
見
収
集
活
動
」
の
継
続
な

ど
、
幅
広
い
分
野
で
の
事
業
を
展
開

い
た
し
ま
す
。

特
に
本
店
敷
地
の
有
効
活
用
、
老

朽
化
に
伴
う
本
店
建
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
各
層
の
委
員
会
を
設
置
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
、
ご
要
望
等
を

尊
重
し
な
が
ら
推
し
進
め
て
参
り
ま

す
。最

大
の
懸
案
事
項
で
あ
る
「
県
域

Ｊ
Ａ
構
想
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
農
業
を
守
り
続
け
て
い
く
た
め
の

「
英
断
」
で
あ
る
こ
と
を
５
０
１
９

人
の
正
組
合
員
の
皆
様
に
ご
説
明

し
、
10
月
２
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

臨
時
総
会
に
臨
み
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

今
後
も
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
賜

り
な
が
ら
「
持
続
可
能
な
経
営
基
盤

の
確
立
・
強
化
」
さ
ら
に
は
「
組
合

員
・
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
実
現
」
に
向

け
、
役
職
員
一
致
結
束
し
て
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
格
段
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

代表理事組合長
楠田 富雄

監監    

事事
理  事理  事

退任役員退任役員 お疲れ様でしたお疲れ様でした

不
断
の
努
力
で
事
業
を
推
進

不
断
の
努
力
で
事
業
を
推
進

就
任
あ
い
さ
つ

就
任
あ
い
さ
つ
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理

事

会

だ

よ

り

令
和
５
年
度
第
３
回
理
事
会
は
４

月
28
日
、
本
店
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。７
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
報
告
は

15
件
で
し
た
。

＝
　
議
　
案
　
＝

	▽
代
表
理
事
（
組
合
長
）
の
選
任

	▽
副
組
合
長
・
常
務
理
事
並
び
に

筆
頭
理
事
の
選
任

	▽
理
事
報
酬
の
配
分

	▽
退
任
理
事
へ
の
役
員
退
職
慰
労

金
の
支
出

	▽
役
員
改
選
に
伴
う
登
記
の
た
め

の
参
事
の
解
任
と
選
任

	▽
令
和
５
年
度　

み
の
り
監
査
法

人
と
の
監
査
契
約
の
締
結

	▽
業
務
報
告
書
の
提
出

＝
　
報
　
告
　
＝

	▽
代
表
監
事
及
び
代
表
監
事
代
行

の
決
定

	▽
常
勤
監
事
の
決
定

	▽
特
定
監
事
の
決
定

	▽
常
例
検
査
説
明
資
料

	▽
令
和
５
年
度　

支
店
別
総
代
座

談
会
出
席
状
況

	▽
令
和
５
年
度　

総
代
研
修
会
の

開
催

	▽
令
和
５
年
度　

新
旧
役
員
・
参

与
歓
送
迎
会
の
開
催

	▽
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
・

届
出

	▽
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
実
施

	▽
貯
金
・
貸
出
金
実
績

	▽
移
動
金
融
店
舗
「
そ
ら
た
ま
号
」

運
行
実
績

	▽
長
期
共
済
実
績

	▽
令
和
５
年
度　

麗
宝
展
開
催

	▽
令
和
５
年
度　

購
買
事
業
総
合

推
進
目
標

	▽
役
員
間
申
し
合
わ
せ
事
項

■
　
　
　
　
■

令
和
５
年
度
第
４
回
理
事
会
は
５

月
８
日
、
本
店
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。８
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
報
告
は

１
件
で
し
た
。

＝
　
議
　
案
　
＝

	▽
理
事
専
門
委
員
会
の
構
成

	▽
株
式
会
社
プ
リ
エ
ー
ル
延
岡
の

役
員
選
任

	▽
株
式
会
社
J
A
延
岡
地
域
農
業

振
興
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
員
選

任

	▽
株
式
会
社
J
A
延
岡
エ
ネ
ラ
イ

フ
の
役
員
選
任

	▽
社
会
福
祉
法
人
ふ
れ
あ
い
福
祉

会
の
役
員
選
任

	▽
東
臼
杵
郡
市
畜
産
農
業
協
同
組

合
連
合
会
の
役
員
選
任

	▽
株
式
会
社
延
岡
地
区
有
機
肥
料

セ
ン
タ
ー
の
役
員
選
任

	▽
北
浦
町
農
業
公
社
の
役
員
選
任

＝
　
報
　
告
　
＝

	▽
令
和
５
年
度　

県
下
J
A
新
任

非
常
勤
役
員
研
修
会
の
開
催

第
４
回
理
事
会
は
５
月
８
日
、
本

店
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
令
和
５
年

度
理
事
専
門
委
員
会
の
構
成
メ
ン

バ
ー
と
各
委
員
長
を
選
出
し
ま
し
た
。

委
員
長
は
総
務
委
員
会
が
井
上
敏

彦
理
事
、
金
融
共
済
委
員
会
が
井
本

喜
代
治
理
事
、
営
農
経
済
委
員
会
が

横
山
博
章
理
事
に
決
ま
り
ま
し
た
。

委
員
会
の
構
成
は
次
の
通
り
。
敬
称

略
。【総

務
委
員
会
】
井
上
敏
彦
、
栁
田

裕
則
、
尾
﨑
公
美
洋
、
富
山
靖
弘
、
黒

田
啓
睦

【
金
融
共
済
委
員
会
】
井
本
喜
代
治
、

松
本
義
文
、
重
黒
木
朝
光
、
増
田
一

美
、
佐
藤
文
章
、
藤
島
惠
子

【
営
農
経
済
委
員
会
】
横
山
博
章
、

松
田
武
文
、
甲
斐
龍
、
片
伯
部
芳
徳
、

横
山
吉
弥
、
河
野
公
子

〔
前
列
左
か
ら
〕富
山
理
事
、井
上
理
事
、栁
田
理
事

〔
後
列
左
か
ら
〕尾
﨑
理
事
、黒
田
理
事

〔
前
列
左
か
ら
〕甲
斐
理
事
、横
山
博
章
理
事
、河
野

理
事

〔
後
列
左
か
ら
〕松
田
理
事
、横
山
吉
弥
理
事
、片
伯

部
理
事

〔
前
列
左
か
ら
〕増
田
理
事
、井
本
理
事
、藤
島
理
事
、

〔
後
列
左
か
ら
〕佐
藤
理
事
、重
黒
木
理
事
、松
本
理
事

令　
和

５
年
度

理
事
専
門
委
員
決
ま
る

理
事
専
門
委
員
決
ま
る

新
委
員
長
に
井
上
理
事

井
本
理
事
、
横
山
理
事

総務委員会

営農経済委員会 金融共済委員会
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各会場とも活発な意見が交わされた＝北方支店

管

理

部

門

	Ⱗ
J
A
延
岡
の
自
己
資
本
比
率
を
教

え
て
ほ
し
い
。
ま
た
、理
想
的
な
比
率

は
ど
の
く
ら
い
か
。

	Ⱘ
自
己
資
本
比
率
は
、高
い
ほ
ど
財
務
的

に
は
安
定
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
J
A

延
岡
の
自
己
資
本
比
率
は
12
．
99
％
で

す
。
J
A
バ
ン
ク
独
自
基
準
の
８
％
、農

協
法
上
の
早
期
是
正
措
置
基
準
の
４
％

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
が
県
下

13
J
A
全
体
の
平
均
は
16
％
～
17
％

な
の
で
、今
後
も
自
己
資
本
の
増
強
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

	Ⱗ
今
回
の
県
域
合
併
は
、「
対
等
合
併
」

と「
吸
収
合
併
」の
ど
ち
ら
な
の
か
？
13

Ｊ
Ａ
の
内
、１
Ｊ
Ａ
で
も
反
対
が
あ
れ
ば

白
紙
に
戻
る
事
に
な
る
が
、13
Ｊ
Ａ
の
足

並
み
が
揃
わ
な
い
予
感
も
し
て
い
る
。

	Ⱘ
13
Ｊ
Ａ
そ
れ
ぞ
れ
の
所
持
し
て
い

る
総
資
産
額
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

出
資
金
や
資
産
額
を
そ
の
ま
ま
の
評
価

で
引
き
継
が
れ
る
事
と
な
り「
対
等
合

併
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
６
月
に

「
合
併
基
本
合
意
」の
手
続
き
を
行
い
、

各
13
Ｊ
Ａ
の
理
事
会
で
合
併
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
る
組
織
決
定
を
い
た

し
ま
し
た
の
で
、13
J
A
も
合
併
へ
の

気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
る
も
の
と
理
解

し
て
い
ま
す
。

	Ⱗ
総
代
会
資
料
の
固
定
資
産
の
取
得

に
つ
い
て
、県
域
合
併
構
想
が
進
む
な

か
支
障
は
な
い
の
か
？

	Ⱘ
県
域
合
併
前
に
決
議
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
い
う
意
思
表
示
を
す
る
も
の
で

あ
り
、合
併
へ
の
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
店
建
物
も
50
年
を
過
ぎ
、耐
震
性
に

不
安
も
あ
り
ま
す
。
総
代
会
で
承
認
い

た
だ
け
れ
ば
、敷
地
を
有
効
活
用
し
て

組
合
員
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
施
設
が

で
き
る
よ
う
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

	Ⱗ
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
農
民

連
盟
と
Ｊ
Ａ
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
制
度
に
疑
問
を
抱
く
な
ら
、

農
民
連
盟
・
政
治
家
等
と
協
力
し
て
廃

止
し
て
も
ら
い
た
い
。

	Ⱘ
税
務
署
を
招
い
て
組
合
員
を
対
象

に
し
た
勉
強
会
を
２
回
ほ
ど
、本
店
で

開
き
ま
し
た
。
難
し
い
問
題
で
す
が
、

組
織
的
に
勉
強
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

	Ⱗ
営
農
指
導
員
の
業
務
用
携
帯
電
話
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

	Ⱘ
情
報
流
出
等
に
か
か
る
安
全
面
を

精
査
し
、前
向
き
に
検
討
い
た
し
ま
す
。

	Ⱗ
昨
年
、北
浦
支
店
の
老
朽
化
に
伴
う

改
築
・
改
修
に
つ
い
て
要
望
し
た
。
そ

の
後
の
経
過
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

建
て
替
え
で
あ
れ
ば
小
規
模
の
店
舗
で

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

	Ⱘ
建
て
替
え
は
難
し
い
状
況
で
す
。
現

在
、利
用
者
の
利
便
性
等
も
考
慮
し
北

浦
総
合
支
所
と
連
携
し
た
取
組
み
が
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
問
一
答
で
お
答
え
し
ま
す

組
合
員
や
利
用
者
の
声
を
事
業
に

反
映
さ
せ
る
た
め
当
Ｊ
Ａ
は
、
４
月

４
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
本
店
大

ホ
ー
ル
で
支
店
別
総
代
座
談
会
を
開

き
ま
し
た
。
全
員
マ
ス
ク
着
用
、
手

指
消
毒
を
徹
底
し
、
密
を
避
け
る
た

め
会
場
の
ド
ア
や
窓
を
開
放
す
る
な

ど
徹
底
し
た
感
染
防
止
対
策
を
し
て

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
座
談
会
と
同

28
日
、
延
岡
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
で
開
い
た
第
33
回
通
常
総
代

会
の
質
疑
応
答
の
内
容
を
一
問
一
答

形
式
で
紹
介
し
ま
す
。
紙
面
の
都
合

上
、
質
問
は
抜
粋
し
、
的
確
な
内
容

に
す
る
た
め
回
答
は
一
部
、
削
除
・

追
加
し
ま
し
た
。

支
店
別

総
代
座
談
会

総
代
座
談
会

営農集団の増員を営農集団の増員を
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営

農

部

門

	Ⱗ
J
A
は
沖
田
地
区
の
基
盤
整
備
を

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

	Ⱘ
地
元
地
区
の
協
議
の
場
に
積
極
的

に
参
加
し
、提
案
し
て
参
り
ま
す
。

	Ⱗ
販
売
担
当
者
お
よ
び
営
農
指
導
員

の
充
実
を
お
願
い
し
た
い

	Ⱘ
普
及
セ
ン
タ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
と
れ
て
い
る
の
で
し
っ
か
り

対
応
し
て
参
り
ま
す
。

	Ⱗ
毎
年
、休
耕
田
が
増
加
し
、農
家
も

減
少
し
て
い
る
。
原
因
は
高
齢
化
、後

継
者
不
足
、
原
料
の
高
騰
な
ど
様
々
。

営
農
集
団
の
方
々
に
も
頑
張
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、耕
作
す
る
面
積
に
も

限
度
が
あ
る
。
営
農
集
団
の
メ
ン
バ
ー

を
増
員
で
き
る
見
通
し
が
あ
る
の
か
？

	Ⱘ
現
在
は
、高
齢
者
で
農
業
を
支
え
て

い
る
状
態
で
す
。
営
農
集
団
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
も
高
齢
化
し
て
い
ま
す
が
、

無
人
ヘ
リ
防
除
の
グ
ル
ー
プ
が
比
較
的

若
い
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
知
恵
・
助
言
を
い
た
だ

き
な
が
ら
対
策
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

	Ⱗ
農
業
に
魅
力
が
な
く
、次
の
代
に
は
、

ほ
ぼ
継
が
せ
る
気
は
な
い
。
米
が
主
食

と
言
い
な
が
ら
も
作
っ
て
も
利
益
に
な

ら
な
い
。
延
岡
か
ら
発
信
す
る
米
を
ブ

ラ
ン
ド
化
し
、単
価
を
上
げ
な
い
と
続

い
て
は
い
か
な
い
と
考
え
る
。
今
後
ど

う
す
る
の
か
？

	Ⱘ
後
継
者
育
成
に
つ
い
て
は
、ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
方
々
が
農
業

に
従
事
し
、農
地
を
守
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
農
家
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
、
支
援
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
ト

ル
セ
ン
タ
ー
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
長
く
農
業
に
従
事
で
き
る
よ

う
行
っ
て
い
る
事
業
な
の
で
、さ
ら
に

充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
米

の
販
売
に
つ
い
て
は
、
経
済
連
、
学
校

給
食
会
と
連
携
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
、す
で
に「
蔵

出
し
米
」
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
市
場
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

	Ⱗ
農
業
塾
で
は
、出
荷
方
法
等
の
指
導

を
し
て
い
る
の
か
？
ふ
る
さ
と
市
場
に

出
荷
す
る
際
、大
根
の
葉
を
袋
に
詰
め

た
り
、ビ
ニ
ー
ル
袋
で
出
荷
し
た
り
す

る
生
産
者
が
い
る
。
基
本
的
な
こ
と
を

指
導
し
な
い
と
、売
り
上
げ
も
落
ち
、

評
判
も
悪
く
な
る
。
教
育
を
徹
底
し
て

も
ら
い
た
い
。

	Ⱘ
ふ
る
さ
と
市
場
店
長
、指
導
員
か
ら
の

指
導
を
徹
底
し
て
参
り
ま
す
。
役
員
の

皆
様
か
ら
も
ご
指
導
い
た
だ
き
利
用
し

や
す
い
店
舗
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

	Ⱗ
高
温
障
害
に
弱
い「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」

に
変
わ
る
品
種
は
？
肥
料
の
価
格
高
騰

に
対
す
る
対
策
は
？

	Ⱘ
現
状
、販
売
の
段
階
で
は「
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
」が
有
利
で
あ
り
、取
っ
て
変
わ
る
品

種
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
肥
料

の
価
格
高
騰
に
つ
い
て
は
、
取
扱
高
に

応
じ
て
助
成
金
の
お
支
払
い
を
い
た
し

ま
し
た
。
県
域
Ｊ
Ａ
に
な
れ
ば
、大
量
仕

入
れ
が
可
能
に
な
り
、
肥
料
価
格
の
引

下
げ
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

	Ⱗ
営
農
指
導
員
体
制
の
脆
弱
化
が
見

ら
れ
る
。
対
策
は
？

	Ⱘ
い
ま
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
県

域
J
A
構
想
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
県

域
Ｊ
Ａ
に
な
る
事
に
よ
り
、単
協
の
枠

を
超
え
た
指
導
が
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
経
済
連
も
含
め
た
体
系
的

な
指
導
体
制
の
構
築
な
ど
も
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

	Ⱗ
農
地
集
積
の
推
進
も
大
事
だ
が
、農

業
の
大
規
模
化
を
行
う
た
め
の
雇
用
、費

用
面
で
の
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。
ス

マ
ー
ト
農
業
の
推
進
も
お
願
い
し
た
い
。

	Ⱘ
雇
用
面
で
は
、行
政
と
一
体
に
な
り

対
策
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。
費
用
面
で

の
対
策
で
は
国
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

が
な
い
肥
料
に
つ
い
て
、取
扱
高
に
応

じ
て
助
成
金
の
支
援
を
い
た
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
も
行
政
と
連

携
し
て
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

	Ⱗ
農
業
従
事
者
の
年
齢
は
ど
の
く
ら
い

か
。60
歳
以
上
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
う
が
。

	Ⱘ
60
歳
以
上
が
73
.
7
％
で
高
い
年
齢

の
方
に
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
支
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。
本
県
農
業

従
事
者
は
１
７
，
６
０
０
人
で
す
。
毎

年
3
0
0
人
程
度
の
農
業
従
事
者
が
減

少
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
令
和
３
年

の
農
業
生
産
高
は
３
，５
０
０
億
円
で

全
国
４
位
で
す
。

	Ⱗ
高
齢
者
問
題
の
対
策
は
？

	Ⱘ
正
組
合
員
の
高
齢
化
も
進
み
、地
域

を
支
え
て
い
る
方
も	

65
歳
以
上
と
な
っ

て
い
ま
す
。
５
年
後
、
10
年
後
を
見
据

え
た
経
営
を
考
え
て
参
り
ま
す
。

	Ⱗ
日
本
の
農
業
を
根
本
的
に
ど
う
す

る
の
か
、Ｊ
Ａ
・
農
民
連
盟
は
考
え
な

く
て
は
い
け
な
い
。
組
合
員
も
政
治
が

ど
う
動
い
て
い
る
の
か
関
心
を
持
た
な

く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

	Ⱘ
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
も

謳
っ
て
い
る
が
何
も
み
え
て
き
ま
せ
ん
。

農
民
連
盟
を
通
し
て
訴
え
て
参
り
ま
す
。

	Ⱗ
水
稲
肥
料
の
一
発
君
の
殻
が
残
る

問
題
等
の
情
報
を
い
た
だ
き
た
い
。
袋

に
流
さ
な
い
で
下
さ
い
と
書
い
て
あ
る

の
は
な
ぜ
？

	Ⱘ
一
発
君
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
自
然

分
解
し
ま
す
が	

２
～
３
年
掛
か
る
た

め
、海
洋
汚
染
の
問
題
も
考
え
て
流
れ

出
さ
な
い
よ
う
に
排
水
溝
の
と
こ
ろ
に

網
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
流
さ
な
い

で
下
さ
い
と
書
い
て
あ
る
の
は
、水
を

か
け
流
す
と
肥
料
の
成
分
等
が
流
れ
る

た
め
で
す
。

	Ⱗ
小
規
模
農
家
の
経
営
安
定
化
に
向

東海支店
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け
て
は
契
約
販
売
が
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
鶏
卵
の
契
約
販
売
は
で

き
な
い
か
。

	Ⱘ
契
約
販
売
に
つ
い
て
は
、あ
る
程
度

の
数
量
を
ま
と
め
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
販
路
の
拡
充
を
希
望
す
る
の

で
あ
れ
ば
、ふ
る
さ
と
市
場
等
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

経

済

部

門
	Ⱗ

グ
リ
ー
ン
ワ
ン
店
舗
集
約
前
後
の
購

買
事
業
実
績
を
お
し
え
て
ほ
し
い
。
ま

た
、資
料
に
、「
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
３
店
舗

を
集
約
し
購
買
拠
点
店
舗
を
建
設
し
、

組
合
員
・
利
用
者
が
求
め
る
店
舗
機
能

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
し
た
」と
あ
る

が
、私
た
ち
が
想
像
し
た
充
実
し
た
店

舗
と
は
思
え
な
い
。

	Ⱘ
令
和
４
年
度
の
購
買
実
績
は
７
億

2
0
6
5
万
円
、
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
３
店

舗
集
約
前
に
比
べ
約
４
，０
０
０
万
円

減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
生
活
資
材
の

サ
ン
Ａ
ジ
ュ
ー
ス
、
家
庭
菜
園
用
の
肥

料
の
取
り
扱
い
が
減
少
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
代
行
推
進
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
も
要
因
の
ひ
と
つ
で
す
。

今
後
、
特
売
等
を
実
施
し
な
が
ら
売
上

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、組

合
員
・
利
用
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

店
舗
レ
イ
ア
ウ
ト
・
商
品
陳
列
の
工
夫
・

季
節
商
品
の
陳
列
・
在
庫
確
認
の
徹
底

な
ど
に
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
さ
ら
に
、２
ヵ
月
１
回
の
感
謝
祭

の
実
施
、野
菜
苗
の
品
揃
え
の
充
実
、配

送
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し
を
行

い
、皆
様
の
ご
要
望
に
対
応
で
き
る
店

舗
づ
く
り
を
し
て
参
り
ま
す
。

	Ⱗ
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
に
飼
料
を
買
い
に

行
っ
た
際
、飼
料
と
飼
料
の
間
に
肥
料

が
置
か
れ
て
た
り
し
て
車
に
積
み
込
む

と
き
に
取
り
に
く
い
。
今
後
通
路
に
は

置
か
な
い
よ
う
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

牧
草
種
子
の
注
文
が
遅
い
。
種
類
は
時

期
的
な
も
の
な
の
で
、早
め
の
注
文
を

と
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

	Ⱘ
今
後
、
時
期
的
に
使
用
し
な
い
肥
料

等
に
つ
い
て
は
、旧
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
大
門

倉
庫
に
格
納
し
ま
す
。
備
え
付
け
の
ラ
ッ

ク
に
つ
い
て
も
、
設
置
場
所
を
変
更
す

る
な
ど
使
い
や
す
く
な
る
よ
う
改
善
し

て
ま
い
り
ま
す
。
牧
草
種
子
に
つ
い
て

は
、本
年
業
者
か
ら
の
価
格
設
定
が
な
か

な
か
決
ま
ら
ず
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
早
急
な
価
格
設
定
と
予
約
注

文
が
取
れ
る
よ
う
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

	Ⱗ
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
の
肥
料
が
屋
外
に

置
い
て
あ
る
。
品
質
保
持
の
た
め
に
も

屋
根
を
設
置
し
て
も
ら
い
た
い
。

	Ⱘ
自
己
取
り
の
準
備
で
在
庫
が
増
加

し
た
た
め
で
す
。
旧
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
大

門
の
倉
庫
を
活
用
し
、肥
料
を
屋
外
に

出
さ
な
い
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

屋
根
を
設
置
す
る
な
ど
の
計
画
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、生
産
者
の
皆
様
に
不
足
の

な
い
よ
う
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

	Ⱗ
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
に
味
噌
作
り
加
工
施

設
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、感
謝
し
て
い

る
。
規
模
は
縮
小
し
利
用
人
数
に
限
り

は
あ
り
ま
す
が
引
き
続
き
活
用
し
や
す

い
よ
う
改
善
に
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

	Ⱘ
現
在
、毎
日
の
よ
う
に
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
一
般
の
方
の

利
用
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、利

用
し
や
す
い
施
設
に
な
る
よ
う
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

	Ⱗ
生
産
資
材
等
の
値
段
が
、Ｊ
Ａ
日
向

と
Ｊ
Ａ
延
岡
を
比
べ
た
ら
す
べ
て
Ｊ
Ａ

延
岡
が
高
い
。
自
身
も
４
品
目
に
つ
い

て
調
べ
た
が
Ｊ
Ａ
延
岡
が
高
か
っ
た
。

	Ⱘ
経
済
連
に
よ
り
ま
す
と
、仕
入
量
に

応
じ
た
価
格
設
定
に
な
る
と
の
こ
と
で

す
。
一
括
購
入
を
し
て
少
し
で
も
単
価

を
下
げ
た
い
と
努
力
し
て
い
ま
す
が
、

厳
し
い
状
況
で
す
。
J
Ａ
日
向
の
組
合

長
に
も
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、Ｊ
Ａ

日
向
も
安
い
Ｊ
Ａ
尾
鈴
と
比
べ
ら
れ
、

組
合
員
の
皆
様
か
ら
厳
し
い
声
が
寄
せ

ら
れ
る
そ
う
で
す
。
今
後
も
経
済
連
と

協
議
を
し
て
少
し
で
も
安
く
供
給
で
き

る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

子
会
社
部
門

	Ⱗ
プ
リ
エ
ー
ル
の
斎
場
に
血
圧
計
を

設
置
し
て
ほ
し
い
。

	Ⱘ
す
ぐ
に
設
置
し
ま
す
。（
そ
の
日
の

う
ち
に
全
斎
場
に
設
置
し
ま
し
た
）

	Ⱗ
通
夜
接
待
の
再
開
は
、ど
う
考
え
て

い
る
か
。

	Ⱘ
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
最
近
、
熊
本
の
斎
場

で
通
夜
接
待
を
再
開
し
た
と
こ
ろ
、す

ぐ
に
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
事
例
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、い
つ
再
開
す
る
と
い
う
事
は
明
言

で
き
ま
せ
ん
が
、状
況
を
注
視
し
な
が

ら
近
い
将
来
再
開
は
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

第
33
回

通
常
総
代
会

質
問
お
よ
び
回
答

	Ⱗ
玉
ネ
ギ
栽
培
農
家
も
高
齢
化
と
担
い

手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
価
格
が

安
定
す
る
と
担
い
手
や
新
規
就
農
者
が

多
く
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

	Ⱘ
そ
の
た
め
に
Ｊ
Ａ
も
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
苗
づ
く
り
や
品
種
改
良
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特

に
宮
崎
県
の
ブ
ラ
ン
ド「
空
飛
ぶ
新
玉

ネ
ギ
」を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
販
促
活
動
な
ど
も
推
し
進
め
価

格
安
定
へ
向
け
努
力
し
ま
す
。

通常総代会
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楠田組合長（前列左から４番目）と伊東部長（同６番目）
を囲んで飛躍を誓う新旧役員の皆さん

栽
培
。「
い
つ
も
足
り
な
い
分
は
松
田

理
事
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と

美
里
さ
ん
。

「
粗
飼
料
、
肥
料
な
ど
の
長
引
く
高

騰
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
に
は

継
続
し
た
助
成
を
お
願
い
し
た
い
」
と

正
美
さ
ん
。
家
族
で
頑
張
る
伊
福
さ
ん

に
松
田
理
事
も
同
調
し
て
い
ま
し
た
。

松
田
武
文
理
事
（
66
）
は
４
月
25
日
、

大
野
町
の
畜
産
農
家
、
伊
福
正
美
さ
ん

（
80
）
を
訪
ね
ま
し
た
。
妻
の
久
美
子

さ
ん
（
76
）、
長
男
の
順
一
さ
ん
（
55
）、

長
女
の
美
里
さ
ん
（
51
）
の
４
人
で
連

携
し
て
牛
の
世
話
を
し
て
い
る
一
家
で
す
。

農
閑
期
を
利
用
し
、
４
年
か
け
て
自

分
た
ち
で
作
っ
た
畜
舎
は
圧
巻
。
２
年

前
に
完
成
し
ま
し
た
。
高
さ
が
６
㍍
も

あ
り
、
広
々
と
し
た
快
適
な
空
間
に
牛

た
ち
は
伸
び
伸
び
と
育
っ
て
い
ま
す
。

母
牛
、
子
牛
合
わ
せ
て
常
時
30
数
頭

を
飼
育
。
主
に
餌
は
正
美
さ
ん
が
担
当

し
、
飼
料
稲
、
イ
タ
リ
ア
ン
各
２
㌶
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
酪
農
の
松
田
理
事

も
飼
料
稲
８
㌶
、
イ
タ
リ
ア
ン
15
㌶
を

松田理事（右）と歓談する正美さん（中央）、美里さん（左）

農家の高齢化が進み、担い手不足
が深刻化するなかＪＡ地域農業振興
支援センターは、新規就農支援に取
り組んでいます。
今年は５月から同センター内のト

レーニングハウスに２人の新規就農
研修生が研修に励んでいます。同セ
ンターでは充実した研修ができるよ
う指導体制を強化して研修生をサ
ポートしています。
研修生は１年間のカリキュラム（教
育課程）を終え、それぞれ就農してい
きます。就農後についても相談機能
など充実して研修生を支えていきた
いと考えています。
今後も同センターは、トレーニング

センターを活用した新規就農支援を
継続して地域農業の活性化に貢献し
て参ります。

ＪＡ地域農業振興支援センター

組合員の皆様へ組合員の皆様へ
〜新規就農支援に貢献〜日

々
奔
走事

松
田
武
文
理

意見収集意見収集
活動活動

稲
刈
り
な
ど
一
連
の
稲
作
体
験
を
通
し

て
「
食
」
と
「
農
」
の
大
切
さ
を
学
ん

で
も
ら
う
の
が
狙
い
で
す
。

新
年
度
は
盟
友
の
正
組
合
員
化
（
目

標
１
０
０
％
）
や
支
店
や
女
性
部
と
連

携
し
た
地
域
貢
献
活
動
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

楠
田
富
雄
組
合
長
は
「
将
来
を
見
据

え
、
児
童
を
対
象
に
し
た
『
お
米
学
習
』

な
ど
食
農
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
女
性
部
と

と
も
に
青
年
部
の
活
躍
は
Ｊ
Ａ
事
業
の

大
き
な
原
動
力
と
な
る
。
そ
れ
だ
け
に

特
段
の
協
力
を
惜
し
ま
な
い
。
こ
れ
か

ら
も
Ｊ
Ａ
の
発
展
、
地
域
農
業
の
振
興

に
尽
力
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
か
け

ま
し
た
。　

副
部
長
は
田
口
、遠
田
さ
ん

伊
東
部
長
を
除
く
役
員
は
次
の
通
り
。

敬
称
略
。

副
部
長
兼
参
与
＝
田
口
正
幸
▽
副
部

長
兼
東
海
支
部
長
＝
遠
田
祐
星
▽
東
延

岡
支
部
長
＝
片
伯
部
章
太
▽
南
方
支
部

長
＝
髙
橋
宙
暉
▽
北
方
支
部
長
＝
末
永

悟
▽
北
川
支
部
長
＝
矢
野
光
一
▽
北
浦

支
部
長
兼
園
芸
専
門
部
長
＝
甲
斐
淳
一

▽
畜
産
専
門
部
長
＝
織
田
竜
二
▽
顧
問

＝
松
田
成
歳
▽
監
査
委
員
＝
小
西
尊

秀
、
甲
斐
邦
明

昨
年
度
も
万
全
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
を
し
て
「
お
米
学
習
」
な
ど

の
食
育
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
同
学

習
は
市
内
８
小
学
校
の
５
年
生
を
対
象

に
毎
年
実
施
。
児
童
た
ち
に
田
植
え
や

Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
は
４
月
７
日
、

源
太
で
第
33
回
通
常
総
会
を
開

き
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
部
長
に
東
延
岡
支
部
長
の
伊
東

愛
二
さ
ん
（
49
）
を
選
出
し
ま
し

た
。
任
期
２
年
。
新
部
長
の
伊
東

さ
ん
は
「
若
い
人
が
加
入
し
た
く

な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
組
織
を
め

ざ
す
。
そ
の
上
で
青
年
部
ら
し
い

活
動
を
展
開
し
、
Ｊ
Ａ
、
地
域
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
組
織

の
若
返
り
を
強
調
し
ま
し
た
。

部
長
部
長
にに
伊
東
愛
二

伊
東
愛
二
さ
ん
さ
ん

青
壮
年
部
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普
通
期
水
稲
種
ま
き

普
通
期
水
稲
種
ま
き

支
援
セ
ン
タ
ー

種まきの状況をチェックする職員

頑
張
る
受
講
生
20
人

Ｊ
Ａ
い
き
い
き
農
業
塾
の
受
講
生

た
ち
は
４
月
22
日
、
祝
子
町
の
Ｊ
Ａ

地
域
農
業
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー
の
圃

場
（
１
㌃
）
で
ピ
ー
マ
ン
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
、
ナ
ス
の
苗
植
え
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
マ
ル
チ
を
張
り
、
穴
を
開
け

て
自
分
た
ち
で
育
て
た
苗
を
Ｊ
Ａ
指

定
営
農
相
談
員
、
牧
野
哲
郎
さ
ん
の

指
導
で
植
え
ま
し
た
。
野
菜
が
順
調

に
育
つ
よ
う
収
穫
期
の
６
月
下
旬
ま

で
受
講
生
た
ち
は
水
や
り
、
除
草
な

ど
日
々
の
管
理
に
励
み
ま
す
。

野
菜
苗
植
え
に
挑
戦

同
塾
は
担
い
手
育
成
が
目
的
。
平
成

11
年
に
県
と
延
岡
市
の
協
力
を
得
て
ス

タ
ー
ト
。
今
年
は
２
月
15
日
に
開
講
し

ま
し
た
。
受
講
生
は
男
性
11
人
、
女
性

９
人
の
20
人
。
28
歳
か
ら
74
歳
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
で
日
向
市
や
諸
塚
村
な
ど

市
外
か
ら
の
参
加
者
も
。
受
講
生
は
12

月
ま
で
の
11
ヵ
月
間
に
わ
た
り
土
壌
消

毒
、
病
害
虫
防
除
、
種
ま
き
、
苗
植
え
、

施
肥
、
収
穫
な
ど
農
業
の
基
礎
知
識
や

技
術
を
習
得
し
ま
す
。

こ
の
日
も
塾
生
た
ち
は
、
講
義
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
、
実
習
で
は
牧
野
さ
ん

の
指
示
ど
お
り
に
動
き
ま
し
た
。
疑
問

が
あ
れ
ば
納
得
い
く
ま
で
質
問
攻
め
。

牧
野
さ
ん
も
丁
寧
に
答
え
、
塾
生
た

ち
も
新
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
充
実
感

あ
ふ
れ
る
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。
苗

植
え
は
今
後
、
９
月
下
旬
に
ハ
ク
サ
イ
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
11
月
下

旬
に
玉
ネ
ギ
を
予
定
し
て
い
ま
す

15
年
前
に
も
受
講
し
た
と
い
う
同
塾

の
塾
長
、
浜
垣
克
広
さ
ん
（
66
）
は
「
忘

れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
て
参
加
し
て
良

か
っ
た
。
作
物
が
生
長
し
て
い
く
の
を

見
る
の
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
喜
び

で
す
。
受
講
生
の
皆
さ
ん
と
１
年
間
頑

張
り
ま
す
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

協力して野菜苗を植える受講生

普
通
水
稲
の
種
ま
き
が
５
月
６
日
か

ら
祝
子
町
の
Ｊ
Ａ
地
域
農
業
振
興
支
援

セ
ン
タ
ー
で
始
ま
り
ま
し
た
。
品
種
は

「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」。
同
20
日
ま
で
に
昨
年

並
み
の
４
万
箱
の
苗
を
育
て
ま
す
。
飼

料
用
米
「
ミ
ズ
ホ
チ
カ
ラ
」（
１
６
０
０

箱
）
も
作
り
ま
す
。

苗
は
同
25
日
か
ら
北
方
、
北
川
、
上

南
方
な
ど
田
植
え
の
早
い
地
域
か
ら

順
次
配
布
し
ま
す
。
対
象
農
家
は
約

８
０
０
戸
。
作
付
面
積
は
約
２
２
０
㌶
。

飼
料
用
稲
「
ミ
ナ
ミ
ユ
タ
カ
」

（
１
万
２
０
０
０
箱
）
は
、
５
月
27
日

か
ら
６
月
17
日
に
か
け
て
種
を
ま
き
、

同
21
日
～
７
月
12
日
に
配
布
し
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
の
本
田
浩
司
部
長
は
「
育

苗
管
理
を
徹
底
し
、
生
産
者
に
健
全
な

苗
を
供
給
し
て
い
き
た
い
。
昨
年
は
台

風
14
号
で
苦
労
さ
れ
た
農
家
が
多
か
っ

た
の
で
、
今
年
は
災
害
が
な
く
生
産
者

全
員
が
笑
顔
で
実
り
の
秋
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

延
岡
市
農
業
再
生
協
議
会
は
、
５
月

８
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
10
会
場
で
令

和
５
年
度
経
営
所
得
安
定
対
策
等
の
申

請
受
付
を
行
い
ま
し
た
。

初
日
は
北
方
総
合
支
所
で
実
施
。
延

岡
市
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
、
Ｊ
Ａ
の
担
当
者

ら
が
支
援
策
の
内
容
や
申
請
書
類
の
書

き
方
な
ど
を
説
明
。
交
付
金
に
関
す
る

こ
と
だ
け
に
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
熱
心

に
聴
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法

上
の
位
置
付
け
が
「
２
類
」
か
ら
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５
類
」

に
な
っ
た
こ
と
で
飛
沫
感
染
予
防
の
ア

ク
リ
ル
板
は
取
り
除
い
て
対
応
し
ま
し

た
。
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
は
全
員

徹
底
し
ま
し
た
。

大勢の人が訪れた北方総合支所

人
気
の
い
き

人
気
の
い
き

い
き
農
業
塾

い
き
農
業
塾

10
会
場
で
経
営
所
得

安
定
対
策
申
請
受
付

延
岡
市
農
業
再
生
協
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ぼ
り
が
完
成
。
こ
の
間
、
利
用
者
た
ち

は
真
剣
な
表
情
な
が
ら
も
和
気
あ
い
あ

い
と
制
作
に
熱
中
し
ま
し
た
。
出
来
上

が
っ
た
作
品
を
手
に
「
玄
関
に
飾
り
ま

し
ょ
う
」
な
ど
と
、
皆
さ
ん
ご
満
悦
。

同
サ
ロ
ン
は
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開

催
。
代
表
の
松
田
睦
枝
さ
ん
は
「
こ
の

３
年
間
は
感
染
防
止
の
た
め
安
否
確
認

を
兼
ね
て
個
別
に
利
用
者
宅
を
訪
れ
、

折
り
紙
な
ど
を
差
し
上
げ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
従
来
通
り
一
堂
に
集

ま
っ
て
皆
さ
ん
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。
同
サ
ロ
ン
は
、
東
海

の
ほ
か
土
々
呂
、
伊
形
、
出
北
、
南
方
、

西
階
の
６
地
区
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

東
海
サ
ロ
ン
は
４
月
27
日
、
東
海
支

店
で
開
き
ま
し
た
。
利
用
し
た
の
は
７

人
。
協
力
会
員
４
人
の
指
導
で
フ
ェ
ル

ト
生
地
を
使
っ
た
「
こ
い
の
ぼ
り
」
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
材
料
な
ど
は
小

野
順
子
さ
ん
ら
が
用
意
し
ま
し
た
。

５
、６
㌢
ほ
ど
の
小
さ
な
「
こ
い
」
を

５
匹
作
り
、
紐
を
通
し
て
ミ
ニ
こ
い
の

初
日
は
岡
富
支
部
が
グ
リ
ー
ン
ワ
ン

前
広
場
で
行
い
ま
し
た
。
12
人
が
参

加
。
指
導
し
た
の
は
延
岡
生
花
地
方
卸

売
市
場
の
岡
田
明
利
社
長
。
プ
ラ
ン

タ
ー
に
ほ
う
土
を
３
分
の
１
ほ
ど
入
れ
、

そ
の
上
に
肥
料
を
含
ん
だ
花
の
土
を
か

ぶ
せ
、
デ
モ
ー
ル
フ
ォ
セ
カ
、
ラ
ベ
ン

ダ
ー
（
し
ず
か
）、
白
妙
菊
の
３
種
類

の
花
を
植
え
て
完
成
。
所
要
時
間
は
15

分
ほ
ど
。

岡
田
社
長
の
「
初
心
者
と
し
て
は
良

い
出
来
栄
え
で
す
」
の
評
に
全
員
ご
満

悦
。
３
種
類
と
も
春
か
ら
夏
に
か
け
て

の
花
。
お
し
ゃ
れ
で
リ
ビ
ン
グ
な
ど
に

最
適
で
６
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
同
支
部
の

谷
恵
子
支
部
長
は
「
春
の
花
の
寄
せ
植

え
は
初
め
て
。
皆
さ
ん
も
生
き
生
き
と

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も

落
ち
着
い
た
の
で
今
年
は
手
芸
や
健
康

体
操
な
ど
多
彩
な
事
業
を
計
画
し
て
い

ま
す
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
沈
静
化
を
受
け
て

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
助
け
合
い
グ
ル
ー

プ
あ
ゆ
み
会
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」
が
４
年
ぶ
り
に
再
開
し

ま
し
た
。
待
ち
に
待
っ
た
サ
ロ
ン

開
催
に
「
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
」

と
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
大
喜
び
。

各
サ
ロ
ン
と
も
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。

出来上がった「ミニこいのぼり」を手にご満悦の皆さん＝東海サロン

岡田社長の指導で寄せ植えに熱中する岡富支部の皆さん

待ってました

ミニこいのぼり作りミニこいのぼり作り東 海
サロン

ふれあいサロン再開ふれあいサロン再開

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
女
性
セ
ミ
ナ
ー

限
定
企
画
「
寄
せ
植
え
」
が
４
月

18
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
５

月
31
日
に
か
け
て
８
支
部
が
参
加

予
定
。
プ
ラ
ン
タ
ー
や
鉢
に
複
数
の

花
々
を
植
え
て
楽
し
む「
寄
せ
植
え
」

は
静
か
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。
自
分
だ
け
の
お
し
ゃ
れ
な
プ

ラ
ン
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
は
参
加
者
に「
癒

さ
れ
ま
す
」
と
大
好
評
で
す
。

寄せ植えに挑戦寄せ植えに挑戦
ＪＡ女性部 ８支部が参加８支部が参加
「癒されます」と大好評「癒されます」と大好評
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Ｊ
Ａ
は
４
月
27
日
、
祝
子
町
の
Ｊ
Ａ
地
域
農
業

振
興
支
援
セ
ン
タ
ー
で
新
規
就
農
を
目
指
す
研
修
生

の
受
入
式
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
生
は
幸
町
の
高
橋

亘
さ
ん
（
43
）
と
川
島
町
の
高
浜
美
貴
さ
ん
（
24
）。

２
人
は
５
月
か
ら
１
年
間
、
農
家
経
営
に
関
す
る
知

識
や
作
物
の
栽
培
技
術
等
を
習
得
し
ま
す
。

研
修
生
の
受
入
れ
は
、
Ｊ
Ａ
が
農
業
の
担
い
手
育
成
支

援
の
た
め
県
や
延
岡
市
と
連
携
し
て
毎
年
実
施
。
今
年
度

挑
戦
す
る
作
物
は
ズ
ッ
キ
ー
ニ
と
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
。

６
棟
あ
る
同
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス
（
１
棟

３
㌃
）
を
１
人
が
各
２
棟
使
用
し
ま
す
。
指
導
す
る
の
は

同
セ
ン
タ
ー
職
員
。

高
橋
さ
ん
は
元
自
営
業
。
農
業
に
将
来
の
可
能
性
を
感

じ
て
の
転
身
。
20
㌃
規
模
で
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
ス
ナ
ッ
プ
エ

ン
ド
ウ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
施
設
栽
培
が
目
標
。
高
浜
さ
ん

は
農
業
大
学
卒
。
農
業
関
連
の
仕
事
も
経
験
し
て
お
り
、

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
ま
す
。
20
㌃
規
模
で
ス
ナ
ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
施
設
栽
培
が
目
標
。

受
入
式
で
は
、
Ｊ
Ａ
営
農
経
済
部
の
日
高
雄
二
部
長
が

「
１
年
間
を
乗
り
き
る
た
め
に
は
健
康
が
第
一
。
ハ
ー
ド
な

毎
日
が
続
く
と
思
う
が
無
理
し
な
い
よ
う
指
導
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
東
臼
杵
北
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
川

越
香
所
長
も
「
延
岡
市
を
就
農
の
場
と
し
て
定
め
１
年
間
、

研
鑽
を
積
ん
で
く
だ
さ
い
。
地
域
に
根
ざ
し
た
農
業
者
と

し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」と
励
ま
し
ま
し
た
。

２
人
と
も
神
妙
な
面
持
ち
で
「
有
意
義
な
１
年
と
な
る

よ
う
精
進
し
ま
す
」
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

高橋さん（前列左から４番目）、高浜さん（同５番目）を囲んで関係者の皆さん

延
岡
ス
カ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
10
人
は
、
熊
本
市
の
企

業
が
小
峰
町
の
圃
場
で
開
い
た
ド

ロ
ー
ン
拡
張
講
習
会
を
受
講
し
ま

し
た
。
講
習
会
は
４
月
12
日
か
ら

18
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
よ
り
安

全
で
正
確
な
ド
ロ
ー
ン
飛
行
の
技

術
を
習
得
し
ま
し
た
。

同
社
の
山
口
裕
介
社
長
は
「
ド
ロ
ー

ン
は
機
種
ご
と
に
免
許
が
必
要
な
の

で
、
あ
ら
ゆ
る
機
種
に
対
応
す
る
た
め

受
講
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
は
静
か
で
手
軽

に
移
動
で
き
、
農
薬
積
載
量
が
無
人
ヘ

リ
と
変
わ
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
価
格

も
無
人
ヘ
リ
に
比
べ
て
格
段
に
安
い
の

で
今
後
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
ド

ロ
ー
ン
の
普
及
に
前
向
き
で
す
。

今
季
も
普
通
期
水
稲
の
防
除
は
７
月

中
旬
か
ら
９
月
中
旬
に
か
け
て
実
施
し

ま
す
。
同
社
で
は
延
岡
市
１
２
０
０
㌶
、

西
臼
杵
地
区
１
６
０
㌶
、
五
ヶ
瀬
地
区

25
㌶
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

グリーンワンからの
お知らせ

お問い合わせは、グリーンワン
℡ 26-8118へ。

　グリーンワンでは、年金支給日に
併せて感謝祭を開催しています。
　6月は15日（木）と16日（金）
を予定しています。
　肥料や食料品等を特売価格で
提供いたしますので、ぜひご利用
ください。

JA本店●

グリーンワン

営業時間：午前８時半～午後６時

10
号
線

より安全な飛行技術を学ぶ参加者

地域に根ざした地域に根ざした
農業者を目指す農業者を目指す

Ｊ
Ａ
農
業
担
い
手
育
成
支
援
事
業

張
り
切
る
高
橋
さ
ん
、高
浜
さ
ん

ド
ロ
ー
ン

講
習
会

安
全
で
正
確
な
防
除
を

安
全
で
正
確
な
防
除
を

延
岡
ス
カ
イ
サ
ー
ビ
ス
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東
臼
杵
郡
市
畜
連

東
臼
杵
郡
市
畜
産
農
業
協
同
組
合
連

合
会
は
４
月
12
日
、櫛
津
町
の
延
岡
家
畜

市
場
内
の
畜
魂
供
養
塔
前
で
開
き
ま
し

た
。
畜
連
の
楠
田
富
雄
会
長（
Ｊ
Ａ
延
岡

組
合
長
）や
生
産
者
で
つ
く
る
東
臼
杵
郡

市
和
牛
改
良
組
合
連
絡
協
議
会
の
栁
田

裕
則
会
長
ら
約
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

全
員
で
焼
香
し
た
後
、
畜
連
の
楠
田

会
長
は
「
４
月
20
日
は
忌
ま
わ
し
い
口

蹄
疫
が
発
生
し
て
13
年
目
。
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
も
多
発
し
て
お
り
、
防
疫
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
防

疫
意
識
を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
が
家
畜

へ
の
一
番
の
供
養
に
な
る
」
と
防
疫
体

制
の
強
化
を
訴
え
ま
し
た
。

畜
魂
祭
は
毎
年
４
月
の
成
牛
市
終
了

後
に
実
施
。
今
年
で
38
回
目
。
昨
年
度

の
出
荷
頭
数
は
子
牛
３
４
９
３
頭（
前

年
度
３
５
７
５
頭
）、成
牛
５
４
９
頭（
同

５
８
１
頭
）。取
扱
高
は
20
億
５
７
０
０
万

円（
同
26
億
３
８
０
０
万
円
）で
し
た
。コ

ロ
ナ
禍
、さ
ら
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
に
よ

る
粗
飼
料
、資
材
高
騰
等
で
前
年
度
を
大

き
く
下
回
り
ま
し
た
。

延
岡
和
牛
部
会

延
岡
和
牛
部
会
は
４
月
25
日
、
柚
の

木
田
町
の
東
海
畜
産
管
理
セ
ン
タ
ー
で

開
き
ま
し
た
。
栁
田
裕
則
会
長
ら
23
人

が
出
席
し
「
防
疫
の
徹
底
」
な
ど
誓
い

ま
し
た
。

先
に
Ｊ
Ａ
本
店
で
開
い
た
令
和
４
年

度
通
常
総
会
で
は
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
栁
田
会
長
を
再

選
。
３
期
目
（
１
期
２
年
）。
副
会
長

に
は
鹿
小
路
の
牧
野
恵
三
さ
ん
を
選
出

し
ま
し
た
。
新
年
度
は
平
均
分
娩
間
隔

３
９
５
日
（
昨
年
度
４
１
９
・
２
日
）

を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。　

北
川
町
和
牛
改
良
組
合

北
川
町
和
牛
改
良
組
合
は
５
月
１
日
、

町
畜
産
管
理
セ
ン
タ
ー
広
場
で
開

き
、
井
本
隆
義
会
長
ら
関
係
者
約
30
人

が
出
席
し
ま
し
た
。
終
了
後
は
紅
白
も

ち
ま
き
が
行
わ
れ
る
な
ど
会
場
は
活
気

づ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
開
い
た
令
和
４
年
度
通
常

総
会
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
井
本
会
長
、
横
山
龍
児
副
会
長
を

再
選
し
ま
し
た
。
新
年
度
は
平
均
分
娩

間
隔
３
８
０
日
（
昨
年
度
３
９
１
・
７

日
）
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

北
方
町
和
牛
振
興
会

北
方
町
和
牛
振
興
会
は
５
月
２
日
、

き
た
か
た
集
出
荷
場
で
開
き
ま
し
た
。

甲
斐
正
人
会
長
、
Ｊ
Ａ
の
川
原
博
之
副

組
合
長
ら
20
人
が
出
席
し
、
家
畜
の
霊

を
慰
め
ま
し
た
。

先
に
Ｊ
Ａ
北
方
支
店
で
あ
っ
た
令
和

４
年
度
通
常
総
会
で
は
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
で
荒
谷
の
緒
方
武
彦
さ

ん
（
57
）
を
会
長
に
選
出
し
ま
し
た
。

優
良
生
産
者
は
次
の
通
り
。
敬
称
略
。

雌
子
牛
最
高
価
格
表
彰
＝
山
口
勇
登

（
三
ヶ
村
）
▽
去
勢
子
牛
最
高
価
格
表

彰
＝
松
井
康
（
岩
屋
ヶ
平
）
▽
生
産
効

率
優
良
者
表
彰（
分
娩
間
隔
３
５
４
日
）

＝
甲
斐
伸
二
（
同
）

北
浦
和
牛
部
会

北
浦
和
牛
部
会
は
４
月
28
日
、
北
浦

畜
産
管
理
セ
ン
タ
ー
で
令
和
４
年
度
通

常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

10
人
が
出
席
し
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
で
三
川
内
の
甲
斐
拓
博
さ
ん

（
49
）を
部
会
長
に
選
出
し
ま
し
た
。
新
年

度
は
平
均
分
娩
間
隔
３
９
０
日（
昨
年
度

４
３
５
・７
日
）を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

東
臼
杵
郡
市
畜
連
を
は
じ
め
Ｊ

Ａ
の
各
部
会
は
４
〜
５
月
、
各
会

場
で
畜
魂
祭
を
開
き
ま
し
た
。
出

席
者
は
生
活
の
糧
と
な
り
、
畜
産

農
家
を
支
え
て
き
た
牛
た
ち
に
感

謝
の
意
を
捧
げ
る
と
共
に
防
疫
の

強
化
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

家畜に感謝の意を捧げる楠田会長
（東臼杵郡市畜連）

家畜に感謝の意を捧げる栁田会長
（延岡和牛部会）

家畜に感謝の意を捧げる井本会長
（北川町和牛改良組合）

家畜に感謝の意を捧げる甲斐会長
（北方町和牛振興会）

畜 魂 祭 家畜家畜にに感謝感謝
防
疫
強
化
を
再
確
認
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移動金融店舗車両巡回スケジュール
●●●●

●
●●●●

●
そらたま

号
そらたま

号

払い出しはお１人様50万円まで。 入金は200万円まで。キャッシュカードでの取り扱いはできません。

ご利用の際は、印鑑と通帳をご持参ください。

普通貯金入出金取扱い業務▶ 定期積金の掛込 通帳の記帳・繰越 税金、公共料金の受入れ

ATMは設置して
いません。

毎週木曜日はメンテナンスのため運休

月曜日
時　間 場　所

10：00～11：00 富美山コミュニティセンター
12：45～13：05 宮野浦中央公園
13：40～14：20 市尾内
14：40～15：00 旧阿蘇漁港前

火曜日
時　間 場　所

  9：00～10：30 旧Ａコープ桜ヶ丘店
11：00～11：30 片田公民館
13：00～14：30 ととろふれあい館（旧土々呂支店）

水曜日
時　間 場　所

  9：00～10：00 旧Ａコープ桜ヶ丘店
10：30～11：00 桑平バス停
12：30～14：00 農機具センター（旧G1ひらた）

金曜日
時　間 場　所

  8：50～  9：20 伊原営農集会所
  9：40～10：10 岡元公民館
10：40～11：10 行縢多目的集会所
13：00～13：30 唐立営農研修館
13：50～14：20 二股上公民館
※天候や交通状況により、遅延・運休になる場合があります。

５
月
期
延
岡
市
子
牛
品
評
会

４
月
27
日

▽
優
１
＝
織
田
竜
二（

小
野
町）

▽
優
２
＝
中
島
真
吾（

北
方
町
美
々
地）

▽
優
３
＝
緒
方
武
彦（

同
荒
谷）

▽
優
４
＝
林
早
苗（

同
八
峡）

▽
優
５
＝
吉
田
浩
治（

同
蔵
田）

▽
優
６
＝
伊
藤
昇（

北
川
町
川
坂）

東
臼
杵
郡
市
畜
連
会
場

織
田
竜
二

織
田
竜
二
さ
ん
さ
ん（
小
野
町
）

（
小
野
町
）
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

東
臼
杵
郡
市
畜
連
は
５
月
10
日
、

櫛
津
町
の
延
岡
家
畜
市
場
で
５
月

期
子
牛
郡
共
進
会
を
開
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
延
岡
と
Ｊ
Ａ
日
向
管
内
の

地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
29
頭
が

出
場
。
小
野
町
の
織
田
竜
二
さ
ん

（
36
）
の
「
お
り
ふ
く
３
０
６
」（
父
・

勝
美
利
、
母
の
父
・
耕
富
士
）が
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン（
優
等
１
席
）
に
輝
き
ま

し
た
。
兄
の
直
行
さ
ん
（
40
）
は
３

月
期
を
制
し
て
お
り
見
事
、
兄
弟

連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

５
月
期
子
牛
郡
共
進
会

織
田
さ
ん
は
就
農
19
年
目
な
が
ら
初

め
て
の
共
進
会
出
場
。
水
稲
栽
培
（
16

㌶
）
な
ど
多
忙
な
た
め
出
場
機
会
を
逃

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
「
い
い
牛

な
の
で
挑
戦
し
て
は
ど
う
か
」
と
周
囲

か
ら
勧
め
ら
れ
て
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

「
穏
や
か
で
品
位
、
輪
郭
鮮
明
な
の
で
、

あ
る
程
度
は
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、

ま
さ
か
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
は
。
う
れ
し

い
の
一
言
に
尽
き
る
」
と
大
感
激
。

お
見
事
！
兄
弟
連
覇

お
見
事
！
兄
弟
連
覇

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会

で
優
等
３
席
（
全
国
３
位
）
の
実
績
を

持
つ
兄
が
目
標
。「
い
つ
か
は
…
」
と
、

こ
の
日
の
感
激
が
闘
志
に
火
を
つ
け
ま

し
た
。

現
在
、
母
牛
24
頭
、
子
牛
13
頭
を
飼

育
。「
こ
れ
を
機
に
定
期
的
に
品
評
会

に
出
場
し
、
郡
共
進
会
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
。
増
頭
も
行
っ
て
い
く
」
と
意

欲
満
々
の
織
田
さ
ん
で
す
。

妻の有莉さんと感激に浸る織田さん
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あなたもチャレンジ！ 家 庭 菜 園家 庭 菜 園

園芸研究家 ● 成松　次郎

ニ
ン
ジ
ン
の
発
芽
適
温
は
15
～
25
度
で
、
７
～
10
日

で
発
芽
が
そ
ろ
い
ま
す
が
、
35
度
以
上
で
は
発
芽
し
ま

せ
ん
。
発
芽
直
後
の
種
は
乾
燥
す
る
と
枯
死
し
、
過
湿

で
は
酸
素
不
足
で
発
芽
不
良
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
の

生
育
適
温
は
20
度
前
後
の
冷
涼
な
気
候
で
す
。

【
品
種
】
耐
病
性
、
耐
暑
性
に
優
れ
る
品
種
を
選
び
ま

し
ょ
う
。
五
寸
系
で
は
「
向
陽
二
号
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、

「
ベ
ー
タ
ー
リ
ッ
チ
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、「
ひ
と
み
五

寸
」（
カ
ネ
コ
種
苗
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ミ
ニ
ニ
ン

ジ
ン
は
極
早
生
で
柔
ら
か
く
、
生
食
向
き
で
す
。

【
畑
の
準
備
】
種
ま
き
の
２
週
間
前
に
１
平
方
m
当
た

り
苦
土
石
灰
1
0
0
g
を
散
布
し
て
、
深
さ
30
㎝
程

度
に
耕
し
て
お
き
ま
す
。
種
ま
き
の
１
週
間
前
に
、
１

平
方
m
当
た
り
化
成
肥
料
（
N
P
K
各
成
分
10
％
）

1
0
0
g
と
完
熟
堆
肥
２
㎏
を
施
し
、
土
と
よ
く
混
ぜ

て
お
き
ま
す
。
70
～
80
㎝
程
度
の
畝
幅
に
、
条
間
20
㎝
、

深
さ
１
、２
㎝
程
度
の
ま
き
溝
を
２
条
作
り
ま
す
（
図
１
）。

【
種
ま
き
】
畑
が
乾
い
て
い
る
と
き
は
、
ま
き
溝
に

灌か
ん
す
い水

を
し
て
お
き
ま
す
。
溝
に
種
を
１
、２
㎝
間
隔
に

条
ま
き
し
、
裸
種
子
は
５
㎜
の
厚
さ
、
ペ
レ
ッ
ト
種
子

の
場
合
は
１
㎝
の
厚
さ
を
基
準
に
覆
土
し
ま
す
。
軽
い

火
山
灰
土
で
は
手
で
し
っ
か
り
土
を
押
さ
え
付
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
も
み
殻
を
か
ぶ
せ
て
乾
燥
を

防
ぐ
、
黒
寒
冷
し
ゃ
の
被
覆
で
地
温
を
下
げ
る
な
ど
の

対
策
を
行
い
ま
す
。

【
灌
水
】
種
ま
き
前
に
土
に
し
っ
か
り
水
を
含
ま
せ
る

こ
と
、
発
芽
後
も
土
を
乾
か
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
お
、
黒
寒
冷
し
ゃ
な
ど
の
日
射
を
遮
る
資
材
で
べ
た

が
け
し
た
と
き
は
、
発
芽
後
す
ぐ
に
取
り
除
き
ま
す
。

【
間
引
き
と
追
肥
、
土
寄
せ
】
１
回
目
の
間
引
き
は

本
葉
２
、３
枚
の
と
き
に
密
生
部
や
生
育
の
遅
れ
て

い
る
株
、
逆
に
極
端
に
進
ん
で
い
る
株
を
間
引
き
ま

す
（
図
2-

１
）。
２
回
目
は
本
葉
５
、６
枚
の
と
き
に

行
い
、
株
間
を
６
～
10
㎝
に
し
ま
す
。
間
引
く
株
の
根

元
を
手
で
押
さ
え
て
引
き
抜
き
ま
す
。（
図
2-

2
）。

最
後
の
間
引
き
後
に
１
平
方
m
当
た
り
化
成
肥
料

50
g
を
追
肥
し
、
株
元
に
土
寄
せ
し
て
株
を
し
っ
か

り
固
定
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
収
穫
期
近
く
に
は
、
根
の
肩

の
部
分
に
さ
ら
に
土
寄
せ
し
、
根
が
緑
に
着
色
す
る
の

を
防
ぎ
ま
す
（
図
３
）。

【
病
害
虫
の
防
除
】
葉
は
キ
ア
ゲ
ハ
の
大
好
物
な
の
で
、

見
つ
け
次
第
、
手
で
取
り
除
き
ま
す
。
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ

ウ
に
弱
い
の
で
連
作
を
避
け
、
前
作
に
被
害
が
あ
る
と

き
は
作
付
け
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

【
収
穫
】
根
径
５
㎝

程
度
に
肥
大
し
た
株

か
ら
順
次
抜
き
取
り

ま
す
。
年
内
は
肥
大

が
続
く
の
で
、
太
り

過
ぎ
て
裂
根
し
な
い

う
ち
に
収
穫
を
し
ま

す
（
図
４
）。
８
月

ま
き
で
は
、
さ
ら
に

土
寄
せ
し
て
越
冬
さ

せ
、
葉
が
枯
れ
た
後

で
も
適
宜
掘
り
上
げ

て
収
穫
で
き
ま
す
。

ニンジン　適期の種まきと灌水で発芽を万全に

インショップ産直コーナー

お問い合わせは
ふるさと市場 ☎28-0080

ふるさと市場
マックスバリュ岡富店
営業／0：00～24：00
住所／中川原町2丁目4920

イオン延岡店　
営業／9：00～21：00
住所／旭町2丁目2-1

イオン多々良店
営業／9：00～21：00
住所／岡富町154

産直市場のべおか
営業／10：00～19：00
住所／大貫町3丁目1278

マックスバリュ南延岡店
営業／0：00～24：00
住所／構口町2丁目204-7

営業／9：30～18：00　住所／恒富町4丁目27

安
心

Ｊ
Ａ
の
産
地
直
売
所

安
全

新
鮮

図１ 畑の準備

図 2-1 間引き①

図 2-2 間引き②

図３ 土寄せ

図４ 収穫

五寸系ニンジン

２回目

１回目

畝幅70〜80㎝
条間20㎝条間20㎝

ミニニンジン
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【
追
　
肥
】

穂
肥
は
出
穂
の
15
～
20
日
前
に
行
い
ま

す
。
主
茎
を
引
き
抜
い
て
幼
穂
が
１
㌢
程

度
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
お
お
よ
そ
出
穂
18

日
前
に
な
り
ま
す
。葉
色
が
濃
い
と
こ
ろ
、

軟
弱
徒
長
に
生
育
し
て
い
る
圃
場
の
追
肥

い
も
ち
病
な
ど
病
害
虫
予
防
の
た
め
、

必
ず
箱
施
薬
剤
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

薬
を
使
う
と
き
は
、
ラ
ベ
ル
を
し
っ
か

り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

苗
は
活
着
期
か
ら
最
高
分
け
つ
期
へ

と
達
し
な
が
ら
、
幼
穂
形
成
期
へ
と
推

移
す
る
ま
で
が
栄
養
成
長
期
と
な
り
ま

す
。
有
効
茎
数
を
早
期
に
確
保
す
る
よ

う
努
め
ま
し
ょ
う
。

安
定
収
量
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
は
、

栄
養
成
長
期
の
管
理
が
重
要
で
す
。

【
育
苗
期
】

健
苗
と
は
約
12
～
15
㌢
ぐ
ら
い
が
良

い
苗
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

育
苗
期
間
が
長
く
な
る
（
播
種
か
ら

25
日
を
過
ぎ
る
）
と
肥
料
切
れ
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
苗
の
様
子
を
見
て
、
粒
・

液
肥
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ム
レ
苗
や
苗
い
も
ち
病
も
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

【
移
植
期
、
活
着
期
】

田
の
元
肥
は
、
で
き
る
だ
け
田
植
え

に
近
い
日
に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
特
に

普
通
期
一
発
く
ん
は
肥
効
の
時
期
が
ず

れ
て
来
ま
す
の
で
早
ま
き
は
注
意
が
必

要
で
す
。

田
植
え
の
時
は
、
浅
く
植
え
て
活
着

を
早
め
ま
し
ょ
う
。
深
植
え
は
禁
物
で

す
。
田
植
え
の
後
は
、
活
着
を
よ
く
す

る
た
め
、
２
～
４
㌢
の
浅
水
管
理
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
（
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
）
の
駆
除
に
は
、
食
毒
作
用
効
果

の
あ
る
「
ス
ク
ミ
ノ
ン
２
～
４
㌕
（
10

㌃
当
た
り
）
ま
た
は
「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ
く
ん
２
㌕
（
10
㌃
当
り
）」
の
散
布
が

効
果
的
で
す
。

除
草
剤
を
ま
く
と
き
は
、
最
低
５
㎝

以
上
の
水
を
た
め
、
最
低
５
日
間
は
水

の
か
け
流
し
を
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
除
草
剤
を
ま
い
た
後
は
、
補

植
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
分
け
つ
期
】

活
着
後
は
、
浅
水
状
態
（
昼
間
）
で

水
温
と
地
温
を
上
昇
さ
せ
、
分
け
つ
を

促
進
さ
せ
ま
す
。

冬
作
に
飼
料
（
イ
タ
リ
ア
ン
）
を
作

付
し
た
場
合
や
気
温
が
急
激
に
上
昇
し

た
場
合
、
長
く
甚
水
状
態
が
続
く
場
合

に
は
、
ガ
ス
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す

の
で
一
旦
、
落
水
し
、
ガ
ス
抜
き
を
し

ま
す
。

畔
草
等
の
除
草
で
、
除
草
剤
を
使
用

す
る
際
は
畔
が
壊
れ
な
い
か
、
風
が
無

い
か
等
十
分
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

農
繁
期
に
入
り
ま
す
の
で
、
農
作
業

事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〔
農
産
園
芸
振
興
課
〕

は
控
え
目
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
「
早

期
一
発
く
ん
」
を
施
し
た
と
こ
ろ
の
追
肥

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
防
　
除
】

穂
ば
ら
み
期
に
か
け
て
の
紋
枯
病
、
穂

首
い
も
ち
の
防
除
は
「
ブ
ラ
シ
ン
バ
リ
ダ

フ
ロ
ア
ブ
ル
１
０
０
０
倍
」
を
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。

出
穂
期
を
迎
え
、
穂
ぞ
ろ
い
期
の
カ
メ

ム
シ
、
枝シ

コ
ウ梗

い
も
ち
の
防
除
は
「
ブ
レ
ー

ド
ス
タ
ー
ク
ル
ゾ
ル
１
０
０
０
倍
」
が
効

果
的
で
す
。

カ
メ
ム
シ
２
回
目
は
「
ス
タ
ー
ク
ル
液
剤

10	

１
０
０
０
倍
」
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

薬
剤
に
よ
る
カ
メ
ム
シ
防
除
は
、
穂
ぞ

ろ
い
期
と
、
そ
の
１
週
間
程
度
後
（
乳
熟

期
）
の
２
回
防
除
が
基
本
で
す
。
カ
メ
ム

シ
対
策
を
兼
ね
て
、
出
穂
前
ま
で
に
草
刈

り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

稲 

作 

情 

報

稲 

作 

情 

報

早
期
水
稲

普
通
期
水
稲

吉
野
町
の
髙
橋
宙
暉
さ
ん
（
31
）
は
、

４
月
27
日
か
ら
10
日
間
ほ
ど
か
け
て
大

麦
を
収
穫
し
ま
し
た
。
品
種
は
「
は
る

か
二
条
」。
圃
場
は
大
貫
町
２
㌶
、
野

地
町
６
㌶
。
収
穫
し
た
大
麦
は
祝
子
町

の
佐
藤
焼
酎
製
造
場
と
行
縢
町
の
ひ
で

じ
ビ
ー
ル
に
出
荷
し
、
焼
酎
と
地
ビ
ー

ル
の
原
料
に
な
り
ま
す
。

髙
橋
さ
ん
は
、
大
型
コ
ン
バ
イ
ン
を

自
在
に
操
っ
て
80
㌢
ほ
ど
に
生
長
し
た

黄
金
色
に
輝
く
大
麦
を
刈
り
取
り
ま
し

た
。
今
季
は
寒
波
な
ど
の
影
響
も
少
な

く
全
般
的
に
は
順
調
に
生
育
。
品
質
は

上
々
で
す
が
、
野
地
町
の
約
１
㌃
が
カ

モ
に
新
芽
を
食
べ
ら
れ
る
被
害
に
遭
い

収
量
が
減
少
し
ま
し
た
。

管
内
の
大
麦
生
産
農
家
は
４
戸
、
総

栽
培
面
積
は
29
㌶
。

大麦を刈り取っていく髙橋さん。（大貫町の圃場で）

吉
野
町
の

髙
橋
さ
ん

大
麦
収
穫
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電気料金が値上がりしており、さらに知らない間に
「燃料費調整額」「再エネ賦課金」も家計を圧迫しています。

太陽熱温水器

エコキュート

光熱費の３割を占めると言われる
「給湯代」が抑えられ、電気代等の
削減につながります。

「電気温水器」からの買い替え

お問合せ：JA延岡  店舗課（0982-23-1894）
★導入見積は無料です。お気軽にご相談下さい！

買い替えでランニングコストの
削減が可能です

給湯にかかる電気代が約1/4節電！

■年間ランニングコスト比較

※どちらも導入メリットは、使用条件・環境条件によって変動します。

㈲
リッショウ

立商宮崎
〒880-0124 宮崎市大字新名爪188-28

エコキュート

電気温水器

約20,400円

約86,400円

（円）0　　　　２万　　　４万　　　６万　　　８万　　　10万

１年間のランニングコストは
約66,000円の差が！

経営体強化機械導入助成事業
効率的な営農を支援し、農業所得の向上を図るため、

農業機械を計画的に導入する際の費用の一部を補助し
ます。

（補助内容）
土地利用型農業の機械購入価格の３分の１以内

※上限を200万円とします。
※更新による下取り価格がある場合は、購入価格からこれ
を控除した額。

（補助対象）
市内で営農する認定農業者または認定新規就農者の

うち、経営規模の拡大などを目指す農業者（個人・法人）
や作業受託に取り組む営農集団のオペレーター
（申請期間）
令和５年７月３日（月）～令和５年７月31日（月）

（申請窓口）
延岡市　総合農政課（市役所３Ｆ）
JA延岡　営農振興課
関係機関による審査会にて、補助対象者を決定します。

申請を希望される人は下記までご相談ください。

（お問い合わせ先）
延岡市　総合農政課　TEL：22－7073
JA延岡　営農振興課　TEL：23－1901

地域農業担い手支援農業機械購入助成事業
地域農業の振興と遊休農地の拡大防止等を図るため
には、大規模農業経営体以外の専業農家や兼業農家に
よる農地保全の取り組みが必要不可欠であることから、
トラクターを購入する際の費用の一部を助成します。
（補助内容）
耕起に使用する農業用トラクターの購入価格の２／10
以内の範囲。
※上限30万円
※更新による下取り価格がある場合は、購入価格からこれ
を控除した額。

（補助対象）
将来にわたって農地を守っていく意思のある農業者
を対象とします。
（詳しい要件については、決まり次第延岡市ホームページ
に掲載いたします。）
（申請期間）
令和５年７月頃予定。（決まり次第延岡市ホームページ

に掲載します。）
（申請窓口）
・延岡市　総合農政課（市役所３Ｆ）
・審査を行い補助対象者を決定します。事業費を超える
申請があった場合は抽選となります。申請を希望され
る人は下記までご相談ください。

（お問い合わせ先）
延岡市　総合農政課　TEL：22－7073
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ＪＡ延岡の概況
（令和5年１月31日現在）

（1）

（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）

（8）

組合員数

総代数
役員数
生産組合員
女性部員
青壮年部員
職員数　正職員

准職員
臨時・パート・嘱託
合計

貯金残高
貸出金残高
長期共済保有高
購買品供給高
販売品販売高

正
准
計

5,019人
27,426人
32,445人

540人（定数550人）
26人（理事20人、監事６人）

1,048億3,384万円
342億2,536万円
3,339億3,694万円
23億2,983万円
26億5,814万円

3,859人
1,046人
69人
191人
27人
59人
277人

１. 当期未処分剰余金 ……………311,624,792円

……………219,895,663円

…………91,729,129円３. 次期繰越剰余金（1－2）

２. 剰 余 金 処 分 額

（1）任意積立金

（固定資産取得積立金）

（2）出資配当金

（3）事業分量配当金

………………………… 200,000,000円

……………（200,000,000円）

………………………… 13,333,102円

…………………… 6,562,561円

剰余金処分
（第33年度）

販 売 事 業

JA延岡  令和4年度の主な実績
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組合員の皆様のお役に立てたＪＡ共済

貯 　 金

共 　 済
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購 買 事 業
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新 年 度 営 農 部 の   主 な 取 り 組 み

③関係機関と一体となった
特定疾病対策の取り組み

④ひがしクリーン牛の普及
⑸	関係機関と連携した自給飼
料対策

⑹	支援センターおよび関係機
関との連携によるヘルパー
事業の充実

⑺	部会組織活動の活性化
①部会一体となった生産・
技術の向上

②部会活動の促進

3.	肉用牛（肥育）
⑴	枝肉重量・質量の斉一化
⑵	延岡牛の銘柄確立に向けた
取り組み

4.	乳用牛
⑴	飼養管理対策
①巡回指導の徹底
②牛舎暑熱対策の徹底
③乳質・乳量の改善
④計画的な優良牛の導入
⑤衛生管理の更なる強化

⑵	酪農後継者の掘り起こしと
育成

⑶	消費拡大イベントの実施に
よる消費者へのＰＲ

⑷	ヘルパー要員の確保

5.	養豚
⑴	経済連と連携した技術・衛
生指導の徹底

⑵	ブランドポークへの取り組み

6.	種鶏
⑴	生産性向上対策
①各種研修会への参加
②データ分析の徹底

⑵	衛生および環境保全対策
①高病原性鳥インフルエン
ザ等対策強化

②農場ハセップ取得による
防疫強化

7.	種鶏中ビナ供給センター
⑴	経営対策
①安定した育雛管理技術の

向上
②斉一化した良質中ビナの
安定供給

⑵	機能強化対策
①参加農家との連携強化と
研修・検討会の開催

②雄ビナ専用施設の検討

8.	キャトルセンター
⑴	飼養管理技術の更なる向上
に向けた検討会の開催

⑵	委託者部会との連携
①委託者部会の開催と情報
提供

②委託者への母牛・子牛の
管理指導

③委託管理マニュアル・委
託料等の見直し検討

④セリ市出荷月に委託者と
確認検査の実施

⑤子牛の受入推進
⑥関係機関との連携

⑶	販売戦略
①肥育センターとの連携
②キャトルセンター子牛購
買者からの情報収集およ
び分析活用

青壮年部
1.	組織の活性化
⑴	ポリシーブックを活用した
活動

⑵	支部活動の充実と活動報告
会の実施

⑶	新規就農者との交流会実施
⑷	支店・女性部組織との連携
強化

⑸	他県青年部組織との交流
⑹	盟友の加入推進

2.	協同活動および食農教育活動
の展開
⑴	経営管理研修会への参加
⑵	優良農家・法人等への視察
研修実施

⑶	パイオニア制度を活用した
リーダーの育成

⑷	「日本農業新聞」「地上」の

皆読運動の実施
⑸	管内小学校との連携による
食育活動の拡大

⑹	アグロポリス構想への積極
的参加

女性部
1.	組織の活性化
⑴	アフターコロナに向けた体
制立て直し

⑵	部員増員（仲間づくり）運
動の実施

⑶	フレッシュミズの育成と加
入促進

⑷	オルグ機能強化と自主的組
織運営の実施

⑸	支部毎のセミナー実施
⑹	各種学習活動の実施
⑺	外部への活動の情報発信
⑻	食の工房	tuiten の利用促進

2.	食農教育の実践
⑴	地産地消・国消国産の理解を
高める運動の取り組み実施

⑵	次世代への食農教育活動強化

3.	暮らしと健康活動の取り組み
⑴	生涯現役をめざした健康維
持促進活動実施

⑵	家計管理・ライフプランづ
くりの啓発

⑶	助けあい組織の後継者育成
と介護認定者以外の高齢者
支援の実施

⑷	防災に関する学習と環境保
全活動の実施

4.	教育文化活動への積極的な取
り組み
⑴	協同組合学習会の実施
⑵	役職員一体となった「家の光」
誌愛読者普及活動の展開

⑶	教育文化活動研修会の開催
による理解促進

5.	JA運営参画の取り組み
女性総代目標 15％以上に向け
た取り組み
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新 年 度 営 農 部 の   主 な 取 り 組 み

営農振興
1.	地域営農振興の組織的取り組み
2.	新規就農者の確保
3.	耕畜連携の推進
4.	食農教育の実践
5.	農作業事故防止の取り組み
6.	「所得アップPDCA」運動の実践
7.	６次産業化の取り組み
8.	農業・JAのPR活動の展開

農産園芸
1.	農産園芸振興方策
⑴	「所得アップＰＤＣＡ」運動
の推進

⑵	担い手（新規就農者）の確保・
育成

⑶	関係機関と連携した営農指
導機能の強化

⑷	鳥獣被害対策の強化
⑸	高需要作物の生産振興
⑹	インターネットを活用した
販路拡大

⑺	新たな契約栽培の検討・推進
⑻	生産労力軽減対策の検討・
推進

⑼	安全・安心な農産物生産の
指導

⑽	魅力的な産直店舗づくり
⑾	食農・食育活動の拡充

2.	農産（米・麦）
⑴	良食味・品質向上対策
⑵	病害虫対策の徹底と情報の
早期発信

⑶	無人ヘリ・ドローン活用に
よる労働力軽減対策の強化

⑷	米集荷・販売の強化
⑸	新規需要米の推進
⑹	加工用原料の生産拡大	

3.	果樹
⑴	品目毎の産地ビジョン作成
⑵	果樹園地マップの作成
⑶	労力軽減機器の導入推進

4.	園芸
⑴	地域に適した品目の推進

⑵	土壌診断による健全な土づ
くり推進

⑶	残留農薬検査や適正農薬指
導の実施

⑷	玉ネギの契約販売拡大
⑸	スナップエンドウやズッ
キーニなど振興品目の推進

⑹	施設野菜品目の推進
⑺	各品目毎の予約購買推進
⑻	重点市場とのパートナー
シップ強化

⑼	流通体制の見直しによるコ
スト低減

5.	花卉
⑴	シキミ生産能力の強化（需
要期）

⑵	担い手の確保（農家研修の
拡充）

⑶	新たな花卉取扱品目の推進
⑷	スマート機器の実証試験

6.	特産
⑴	「金の筍」のＰＲと消費拡大
⑵	茶優良品種への改植推進支
援

⑶	乾椎茸共選品出荷の推進
⑷	乾椎茸選別講習会の実施

7.	産直
⑴	周年を通じた品揃えの充実
⑵	季節催事や特売による店舗
の活性化

経営指導
1.	経営支援農家への支援・指導
2.	地域農業経営体センター（中央
会主導）体制下における農家支
援

3.	農業経営者組織協議会（青色申
告会）による記帳指導・研修

畜　　産
1.	畜産振興方策
⑴	畜産基盤の維持・拡大
①行政とタイアップした人・
牛プランによる畜産振興

②管内農家の現状および課
題の把握と畜産クラス
ター事業等の有効活用に
よる営農基盤の支援

③関係部署と連携した経営
改革の具体策提示

④緊急事態宣言下での指導
体制構築

⑵	「所得アップＰＤＣＡ」運動
の実施
①粗飼料費低減への取り組
み

②品質向上による収入の確
保

③経営分析実施による経営
改善の強化

④関係機関と連携した「産
地ビジョン」の作成

⑶	衛生および環境保全対策
①防疫意識の向上に向けた
指導徹底と情報提供

②関係機関と連携した衛生
研修会の実施

⑷	トレーサビリティの遵守
①生産履歴記帳の徹底
②生産履歴を明確にした安
全・安心な畜産物の生産
指導

2.	肉用牛（繁殖）
⑴	畜産基盤の維持・拡大
①関係機関と連携した和牛
増頭維持対策の実施

②母牛導入事業の推進によ
る繁殖成績の向上

③母牛・子牛管理マニュア
ルの検討作成

⑵	繁殖基盤強化に向けた取り
組み
①共同繁殖牛舎の活用

⑶	改良更新対策
①関係機関と連携した研修
会の開催

②導入事業での計画的導入
⑷	市場流通対策
①適正日齢出荷体重の斉一
化

②子牛生産頭数減少に伴う今
後の市場運営の検討
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人と地域の未来のために

㈱JA延岡エネライフ
●LPG販売事業部
　プロパンガス・住宅設備
宮崎県延岡市粟野名町1505  (代)TEL：33-4460 FAX：21-3650

●石油燃料販売事業部
　東海SS・松山SS・鉄工団地SS

●自動車整備/販売事業部
　九州運輸局長指定工場(車検・板金)

エネライフ 通 信

で検索!！
グーネット エネライフ 検 索

ＪＡ延岡エネライフは４月 21、22 日の２日間、東海、松山、鉄工
団地の３給油所で「春のうららかキャンペーン」を開催しました。期
間中、1800 人が利用し、各給油所とも大盛況でした。
キャンペーン期間中、ガソリン５円引き（１㍑当たり）。その上で
20㍑以上給油した人にペチュニア、マリーゴールド、キンセンカ、バー
ベナ、メランボジュームなどの花苗を進呈しました。可憐な花々を手
にした人たちは「かわいい」「癒されます」などと笑顔で受け取って
いました。さらに同乗の子どもにもお菓子をプレゼントしました。
大勢の来店者を迎えるため社員はマスク着用、手指消毒の徹底な

ど万全の新型コロナウイルス感染防止対策をして接客に臨みました。

花苗プレゼントに笑顔を見せる来店者

活気づく松山給油所

春のうららかキャンペーン
ガソリン５円引き、花苗プレゼント…

松山給油所横の自動車展示場も活気づきました。会場に
は20数台の新車、中古車が展示され、訪れた人たちはお買
い得車を前に担当者の説明に熱心に耳を傾けていました。
一方で新生活応援として最新のテーブルコンロを中心に
多様なガス器具を一堂に集めた展示会やホカホカの焼き
いも販売なども好評でした。 担当者（左）の説明に聴き入る来場者＝松山自動車展示場

人気の松山自動車展示場
新生活応援！ガス器具展示も

▼QRコードをチェック
または、

エネライフの
在庫車両が、

で閲覧できるようになりました!!
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お問い合せは、お近くの JA 窓口へ

のべおか茶
地元延岡産茶葉100％使用

お問い合わせは、お近くの購買店舗およびグリーンワンへ

１ケース（24本入り）

税込2,600円 地
地消
産

毎月１日は牛乳の日

みやざき産牛乳を
みんなで飲もう！ ●契約額24万円につき抽選権を１口付与。なお、やむを得ず抽選基準日（令和６年７月31日）

以前に中途解約される場合は、抽選権はなくなります。
●各ＪＡの発売予定総額に到達次第、キャンペーン期間中であっても、募集を締め切らせてい
ただく場合もございますので、ご了承ください。

契約期間２年以上契約額24万円以上の定期
積金をキャンペーン期間中に原則口座振替
にてご契約された個人のお客様

Ｊ
Ａ
は
４
月
24
日
、
本
店
で
優

良
職
員
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

楠
田
組
合
長
が
受
賞
し
た
個
人
、

支
店
代
表
者
に
賞
状
と
金
一
封
を

贈
り
、 

功
績
を
称
え
ま
し
た
。

個
人
で
表
彰
さ
れ
た
の
は
Ｊ
Ａ
戦
略

型
人
材
育
成
研
修
会
に
参
加
し
、
事
業

戦
略
プ
ラ
ン
発
表
会
で
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
総
務
部
管
理
課
の
永
野
光
係
長
、

Ｌ
Ａ
・
Ｓ
Ａ
10
年
間
の
営
業
活
動
の
す

べ
て
の
年
度
で
年
間
目
標
を
達
成
し
た

金
融
共
済
部
営
業
課
の
甲
斐
博
之
課
長

補
佐
、
令
和
４
年
度
金
融
専
任
渉
外
コ

ン
ク
ー
ル
で
住
宅
ロ
ー
ン
の
獲
得
実
績

件
数
、
金
額
が
県
下
１
位
の
同
部
金
融

企
画
課
の
甲
斐
寛
基
係
長
。

令
和
４
年
度
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
宮
崎
店
舗

コ
ン
ク
ー
ル
の
Ａ
グ
ル
ー
プ
１
位
の
東

海
支
店
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
２
位
の
東
延
岡

支
店
、
同
４
位
の
北
方
支
店
、
そ
し
て

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
宮
崎
推
進
大
会
の
貸
出
金

部
門
で
優
績
Ｊ
Ａ
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ
延
岡

も
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

優
良
職
員
表
彰
式

優
良
職
員
表
彰
式

永野光さん

甲斐博之さん

甲斐寛基さん

宮崎県収入証紙宮崎県収入証紙
取扱い終了の取扱い終了の
お知らせお知らせ

　日頃から JA 延岡をご
愛顧いただきありがとう
ございます。
　令和５年４月28日を
もちまして宮崎県収入証
紙の取扱いを終了いたし
ました。
　ご不便、ご迷惑をおか
けしますが、何卒ご理解
いただきますようお願い
申し上げます。

JA延岡

永
野
、
甲
斐
さ
ん
ら
受
賞
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現金の場合

口座からの振替の場合

総合口座通帳または定期貯
金通帳が必要です。

総合口座通帳または定期貯
金通帳、キャッシュカード
が必要です。

●ご利用には、PCまたはスマ
ホでの登録が必要です。また、
登録はキャッシュカードをお
持ちの方が対象です。
●預入には、総合口座通帳また
は定期貯金通帳が必要です。
また、お持ちの定期貯金口座を
ＪＡネットバンクのサービス利
用口座へ登録が必要です。

登録方法は、「ＪＡバンク宮崎」
ＨＰまたはチラシをご確認ください

預入期間1年の定期貯金を新規で10万円以上お預
入れの個人のお客様または店頭預入を対象に組合
員の方で増額してお書替えの方

夏
の
貯
金
は

今
が
あ
つ
い
ぞ
�
う
！

お問い合せは、お近くの JA 窓口へ

生活指導係
おすすめ Nobeoka's seasonal recipe

夏野菜と豚こまの甘酢あんかけ

①ナスとピーマンは一口大の乱切りに、ズッキーニと玉ネギも同
じくらいの大きさに切る。
②①を炒めていったん取り出しておく。
③豚のこま切れ肉を小さくまとめて団子にし、塩コショウして片
栗粉をまぶす。
④③を火が通るまで炒め②を戻し入れ甘酢あんを加えて混ぜ合わ
せ、熱くなったら火を止める。

延岡の旬レシピ

作り方

ワンポイント
アドバイス

好みによって鶏肉を使ってもおいしいです。

有
機
米
黒
酢
入
り 

甘
酢
あ
ん

材料（２～３人分）エーコープマーク品

ナス………………………… １～２本
ピーマン …………………… １～２個
ズッキーニ ………………………１本
玉ネギ……………………… １／２個
豚こま切れ肉………３００ｇ～４００ｇ
エーコープ有機米黒酢入り甘酢あん
……………………… 大さじ３～４
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すこやかに宝

延岡警察署だより延岡警察署だより

髙橋 由
ゆ い

依  ちゃん（5歳） 平成29年11月8日生まれ

岬
み さ き

暉  くん（2歳） 令和2年11月8日生まれ

年金振込日にご来
店いただいた方へ
素敵なプレゼント
をご用意 !!
※数に限りがございますので、
お早めにご来店ください。
※先着順となりますのでご了承
ください。
※ATMでのお取引のお客様は通
帳を窓口までお持ちください。

日本唯一の日刊農業専門紙

日本農業新聞

お役に立てる情報をお届けします。

ＪＡ延岡の記事も載っています。

１か月2,623円(税込み)

購 読 の お 願 い

第３回

【応募期間】令和５年４月３日（月）～６月30日（金）
【応募資格】JAで年金を受給されている方
【応募方法】応募用紙をJA窓口設置の応募ボックスへ投函
※作品テーマは自由　※１人１作品まで

作品大募集!!

子や孫の
　笑顔に勝る
　　　　薬なし

ペンネーム  Ｎ・Ｍ

何処にある
　今日も日課の
　　　　物さがし

ペンネーム  北浦のひまわり

JAバンク宮崎

川柳コンクール

　  最優秀賞
３万円相当（１本）

 　 優 秀 賞
２万円相当（２本）

　  入　賞
１万円相当（７本）

～西～　【前回受賞作品】　～東～

吉野町髙橋宙暉さん、由季さんの長女、長男

２人とも元気いっぱい。いつも公園で遊ぶのを楽しみにしています。
由依ちゃんは恥ずかしがりやさんですが、おしゃべりが大好きで話し出
すと止まりません。ママ手作りのオムライスが大好物。岬暉くんは疲
れ知らずのわんぱく盛り。ケンカもするけどお姉ちゃんが大好きです。
「思いやりのある優しい子に」とご両親。

お問い合わせは、お近くのJA窓口へ

・あなたのパソコンをハッキングした
・あなたがアダルトサイトへアクセスした姿を
  ウェブカメラで撮影した

などと称して、撮影したデータの削除と引き換えに
ビットコインを要求するメールが出回っています。

　現在、県内で確認されている脅迫メールの内容については、
・ビットコインを要求
・ビットコインの要求先が同じ

という共通点があります。

　このメールは、不特定多数に送信されている架空
請求メールなので、請求は無視してください。
　メールの送信者は、何らかの方法であなたのメー
ルアドレスを入手しているおそれがあることから、
対策として
・メールアドレスの変更
・送信元が不明なメールは受信拒否設定をする
・ID・パスワードの使い回しはしない
・ウイルス対策ソフトの導入

を実施してください。

令和５年４月19日、20日にかけて、県内をはじめ、他県において
もビットコインで支払いを求める脅迫メールが確認されています。

県内で確認されているメールの内容

対策について

ビットコインを要求する脅迫メールに注意！！
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お便りコーナー

月

3/21～4/19
牡羊座

4/20～5/20
牡牛座

5/21～6/21
双子座

6/22～7/22
蟹　座

7/23～8/22
獅子座

8/23～9/22
乙女座

9/23～10/23
天秤座

10/24～11/22
蠍　座

11/23～12/21
射手座

12/22～1/19
山羊座

1/20～2/18
水瓶座

2/19～3/20
魚　座

モ
ナ
・
カ
サ
ン
ド
ラ

運
勢

あ
な
た
の

身近な出来事、楽しい話題などありました
ら何でも結構です。「ふれあい広場」まで
お便りください。お待ちしています。

〒882-0033 延岡市川原崎町281-1
JA延岡総務課 広報係

6 月水無月

66
JA 延岡女性部伊形支部の「いがた朝市」は、毎月第１・第３水曜日午前 8時から　　　　　　Ａコープ一ヶ岡店駐車場で開催しています。旬の野菜、果物、農産加工品を食卓にいかがですか。

【
全
体
運
】

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
が
活
発
化
。
人
と
の

交
流
に
ツ
キ
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
習
い
事
を

始
め
る
の
も
お
勧
め
。
金
運
も
良
好

【
健
康
運
】

体
力
ア
ッ
プ
の
好
機
。ハ
ー
ド
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
Ｏ
Ｋ

【
幸
運
の
食
べ
物
】

オ
ク
ラ

【
全
体
運
】

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
詰
め
込
み
過
ぎ
ず
余
裕
を

持
っ
て
。
会
話
を
楽
し
む
ゆ
と
り
が
い
い
流
れ

を
運
ん
で
き
て
く
れ
ま
す
。
外
出
に
ツ
キ

【
健
康
運
】

慌
て
て
け
が
な
ど
し
な
い
よ
う
に
。
安
全
第
一
で

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ミ
ョ
ウ
ガ
タ
ケ

【
全
体
運
】

好
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
で
き
状
況
は
好
転
へ
。
好

奇
心
の
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
掲
げ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
習
い
事
に
も
ツ
キ
が
あ
り
ま
す

【
健
康
運
】

運
動
は
仲
間
と
一
緒
に
。楽
し
み
な
が
ら
長
続
き
で
き
ま
す

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ソ
ラ
マ
メ

【
全
体
運
】

追
い
風
に
恵
ま
れ
ま
す
。
時
間
を
か
け
て
準
備

を
す
れ
ば
成
功
率
は
さ
ら
に
ア
ッ
プ
。
ニ
ュ
ー

ス
は
小
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

【
健
康
運
】

つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
が
ち
。食
事
は
バ
ラ
ン
ス
良
く

【
幸
運
の
食
べ
物
】

シ
ソ

【
全
体
運
】

少
し
融
通
を
利
か
せ
る
と
驚
く
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ

に
物
事
が
進
展
。
周
囲
の
話
に
耳
を
傾
け
て
。

同
じ
目
的
な
ら
協
力
す
る
の
が
大
正
解

【
健
康
運
】

歯
科
検
診
な
ど
口こ
う
く
う腔
ケ
ア
に
力
を
入
れ
て

【
幸
運
の
食
べ
物
】

サ
ク
ラ
ン
ボ

【
全
体
運
】

な
ん
と
な
く
過
ご
し
て
い
る
と
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
る
恐
れ
が
。予
定
は
し
っ
か
り
確
認
、

詐
欺
対
策
な
ど
の
情
報
も
チ
ェ
ッ
ク

【
健
康
運
】

リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
確
保
。足
の
つ
ぼ
押
し
も
◎

【
幸
運
の
食
べ
物
】

カ
レ
イ

ビ
ワ
が
実
り
ま
し
た

今
年
は
春
先
か
ら
雨
が
多
い
の
で

作
物
が
元
気
に
育
っ
て
い
く
よ
う
に

思
い
ま
す
。
畑
の
一
角
に
あ
る
ビ
ワ

の
木
に
黄
色
く
色
づ
い
た
果
実
が
実

り
ま
し
た
。

〔
平
原
町　

Ｙ
・
Ｅ　

78
歳
〕

周
囲
が
気
に
な
る
？

マ
ス
ク
着
用
は
個
人
の
判
断
と
な

り
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
着

用
し
て
い
ま
す
。
周
囲
が
気
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
？

〔
上
三
輪
町　

Ｋ
・
Ｓ　

68
歳
〕

頼
も
し
い
孫

左
ひ
じ
を
骨
折
し
た
孫
（
９
歳
、

男
児
）
が
、
２
度
の
手
術
と
リ
ハ
ビ

リ
を
乗
り
越
え
完
治
し
ま
し
た
。
小

さ
な
体
で
５
ヶ
月
間
も
よ
く
頑
張
っ

た
も
の
だ
と
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。

〔
片
田
町　

Ｍ
・
Ｓ　

66
歳
〕

ま
た
挑
戦
し
ま
す

お
年
寄
り（
96
）の
自
宅
で
の
見
守

り
介
護
と
孫
２
人
の
部
活
の
送
迎
で
、

こ
こ
３
ヵ
月
ほ
ど
大
好
き
な
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
休
ん
で
い
ま
し
た
。

頭
の
体
操
に
な
る
の
で
、ま
た
頑
張
っ

て
挑
戦
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

〔
三
須
町　

Ｔ
・
Ｃ　

75
歳
〕

頑
張
ら
な
く
て
は

私
の
住
む
地
域
も
高
齢
者
の
村
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
時
々
散
歩
し

ま
す
が
人
の
姿
は
ま
れ
に
見
る
だ
け

で
す
。
テ
レ
ビ
の
「
ポ
ツ
ン
と
一
軒

家
」
で
元
気
に
畑
仕
事
な
ど
し
て
い

る
人
を
見
る
と
、
頑
張
ら
な
く
て
は

と
思
い
直
す
毎
日
で
す
。

〔
北
川
町　

Ｙ
・
Ｍ　

81
歳
〕

残
念
！

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
解
こ
う

と
思
っ
て
、
Ｊ
Ａ
だ
よ
り
を
机
に
出

し
て
い
た
ら
娘
に
解
か
れ
ま
し
た
。

残
念
！〔

伊
形
町　

Ｉ
・
Ｔ　

70
歳
〕

ビ
ッ
ク
リ
で
す

Ｊ
Ａ
広
報
誌
の「
あ
な
た
の
運
勢
」

が
、
よ
く
当
た
り
ま
す
。
自
分
で
も

ビ
ッ
ク
リ
で
す
。

〔
塩
浜
町　

Ｎ
・
Ｙ　

64
歳
〕

飲
み
会
の
約
束
し
ま
し
た

Ｊ
Ａ
広
報
誌
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
当
選
者
の
な
か
に
会
社
の
先

輩
の
名
前
が
載
っ
て
い
て
ビ
ッ
ク

リ
。
さ
っ
そ
く
電
話
し
て
飲
み
会
の

約
束
を
し
ま
し
た
。

〔
石
田
町　

Ｋ
・
Ｔ　

72
歳
〕

オードブル（５～６人前） 6,600円 （※写真は、3,850円の祝会席膳です）
値段はいずれも税込です。

各種会席膳 3,300円より 延岡市大武町３９-２
TEL 35-0011
FAX 35-5235

ご予約承り中！
冠婚葬祭から、各種会席膳、
オードブル、寿司盛り、行楽弁当など、
真心サービスにてご奉仕いたします。
どうぞご賞味下さい。
※座卓、座布団、グラス等を人数に応じて
　貸し出しいたします。
※ご予算に応じてご注文承ります。
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月

3/21～4/19
牡羊座

4/20～5/20
牡牛座

5/21～6/21
双子座

6/22～7/22
蟹　座

7/23～8/22
獅子座

8/23～9/22
乙女座

9/23～10/23
天秤座

10/24～11/22
蠍　座

11/23～12/21
射手座

12/22～1/19
山羊座

1/20～2/18
水瓶座

2/19～3/20
魚　座

モ
ナ
・
カ
サ
ン
ド
ラ

運
勢

あ
な
た
の

問  題
お楽しみ賞品付き

クロスワードパズルが全部解けたら、□の中の文字を並べかえて
答えの言葉を作って下さい。

は
が
き
に
、
答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
こ
の

広
報
誌
の
感
想
や
ご
意
見
、
Ｊ
Ａ
へ
の
要
望
、
ご
家
庭

や
集
落
の
ホ
ッ
ト
な
で
き
ご
と
な
ど
も
お
気
軽
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
感
想
や
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は「
お
便
り
コ
ー
ナ
ー
」

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。寄
せ
ら
れ
た
個
人
情
報
は
、

広
報
事
業
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

送り先

延
岡
市
川
原
崎
町

　
　
　２
８
１
の
１

　Ｊ
Ａ
延
岡
総
務
課

　
　
　
　広
報
係
行

○
答
え

○
住
所
（
郵
便
番
号
）

○
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

○
年
齢
・
性
別

○
電
話
番
号

応募方法

家計の手助け

8 8 2 0 0 3 3

J
A
や
当
広
報
誌
な
ど
へ
の

ご
意
見
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。

クロスワードパズル
●6月9日（金）締め切り（必着）

5
月
号
の
当
選
者

　
　

　
　

チ マ キ 　 ア オ イ

　 ク ジ ヨ 　 ウ リ

ト ラ 　 ウ ズ シ オ

オ 　 キ ス イ 　 モ

リ ツ タ イ 　 ア テ

ア カ 　 ロ ウ カ

メ イ ジ 　 ミ リ ン

●
5
月
号
の
正
解

JA 延岡女性部伊形支部の「いがた朝市」は、毎月第１・第３水曜日午前 8時から　　　　　　Ａコープ一ヶ岡店駐車場で開催しています。旬の野菜、果物、農産加工品を食卓にいかがですか。

「
ア
マ
リ
リ
ス
」

ヨコのカギ
１ １年で一番昼が長い日
２ 徳川家康が晩年を過ごした──城
３ 不動産会社が売買するものの１つ
５ 『落穂拾い』や『晩鐘』を描いた画家
６ 奈良や鎌倉のものが有名
８ テッセンとも呼ばれるキンポウゲ科の花
11 相撲取りが踏みます
12 抑揚のないせりふ回しは
13 トウモロコシやゴーヤーが多く出回る季節
15 弁当箱にご飯と一緒に詰めます
16 ──コート、──ブーツ
19 円周率を表す文字
20 ネタとシャリで作ります

タテのカギ
１ 招く側がホストなら、招かれる側は
４ タマネギを切ると出ることも
７ 建てたばかりの建物のこと
９ 数字のゼロを日本語でいうと
10 サーブ→ ── →トス→アタック
13「海鼠」と書く生き物
14 置き時計はクロック、腕時計は
17 仕事や用事がない空き時間のこと
18 コショウ、ナツメグ、シナモンなど
21 プールの授業のときに着ます
22 領収書に収入──を貼った

【
全
体
運
】

遊
び
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
季
節
の
恵
み
を
感
じ

ら
れ
る
プ
ラ
ン
が
お
勧
め
。
い
つ
も
よ
り
遠
出

を
。
新
作
や
限
定
メ
ニ
ュ
ー
に
ツ
キ

【
健
康
運
】

血
行
を
良
く
す
る
運
動
で
む
く
み
や
肩
凝
り
を
予
防

【
幸
運
の
食
べ
物
】

葉
シ
ョ
ウ
ガ

【
全
体
運
】

や
り
残
し
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
丁
寧

な
連
絡
で
ミ
ス
を
回
避
。
１
人
で
無
理
せ
ず
協

力
者
を
探
す
姿
勢
も
大
事
で
す

【
健
康
運
】

カ
ル
シ
ウ
ム
を
し
っ
か
り
取
っ
て
骨
の
強
化
を

【
幸
運
の
食
べ
物
】

メ
ロ
ン

【
全
体
運
】

運
勢
に
は
活
気
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
が
頑
張

れ
ば
な
ん
と
か
な
る
頼
ま
れ
事
は
引
き
受
け
て

あ
げ
て
。
今
後
の
礎
に
な
る
は
ず

【
健
康
運
】

外
出
の
機
会
を
増
や
し
て
。体
を
動
か
す
ほ
ど
元
気
に

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ア
ナ
ゴ

【
全
体
運
】

良
好
で
す
が
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
の
時
期
な
の
で
予

定
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
。
ゆ
と
り
あ

る
行
動
を
心
が
け
る
と
好
結
果
に

【
健
康
運
】

古
傷
、病
後
の
ケ
ア
は
し
っ
か
り
と
。温
泉
に
ツ
キ

【
幸
運
の
食
べ
物
】

シ
ロ
ウ
リ

【
全
体
運
】

ハ
プ
ニ
ン
グ
の
予
感
。
忙
し
く
な
り
そ
う
で
す

が
大
き
な
成
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ピ
ン
チ
は

チ
ャ
ン
ス
な
の
で
冷
静
に
対
応
を

【
健
康
運
】

う
っ
か
り
の
け
が
に
注
意
。
安
全
確
認
は
丁
寧
に

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

【
全
体
運
】

計
画
通
り
に
進
め
よ
う
と
躍
起
に
な
る
の
は
逆

効
果
。
少
し
ず
つ
微
調
整
し
な
が
ら
進
め
ま

し
ょ
う
。
下
旬
に
は
う
ま
く
整
い
ま
す

【
健
康
運
】

薬
膳
な
ど
健
康
に
い
い
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
て

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ラ
ッ
キ
ョ
ウ

松原町 松 田 君 子 様
旭ヶ丘 平 﨑 武 光 様
石田町 古　嶋　ひさ子 様
平原町 山 本 勝 洋 様
三須町 髙　橋　千美子 様
南町 徳　久　由美子 様
細見町 工 藤 太 暉 様
小峰町 末 留 幸 代 様
大武町 東 　 直 美 様
差木野町 小 野 順 子 様
北方町上崎辰 甲 斐 秀 信 様
北川町川内名 矢 野 勝 子 様
北浦町市振 水　木　五十鈴 様
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茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

永
井
智
一（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

新ジャガイモと
ホタルイカのサラダ

新タマネギと
新ジャガイモの
かき揚げ

①ホタルイカは目とくちばしを取り除きサッとゆでてざるにあげ、
ナバナもサッと塩ゆでする。新ジャガイモは５mm角の拍子木
切りにして水にさらす。Aは混ぜ合わせてソースにする。
②フライパンにオリーブ油を入れ、弱火でつぶしたニンニクの香
りを移し（２～３分ほど）、水気を拭いた新ジャガイモを入れ中火
で炒め、火が通ったらホタルイカ、ナバナを入れ塩で味付けし
サッと炒める。
③器に彩り良く盛り付け、Aのソースを流し出来上がり。

作り方

シェフ永井のおすすめ

①新タマネギは繊維に沿って５mm幅にスライスする。新ジャガイ
モは極細に千切りし水にさらす。ソラマメはさやから取り出し
皮をむく。
②ボウルに新タマネギ、水気を切った新ジャガイモ、ソラマメを入れ、薄
力粉をまぶし混ぜ合わせ、水溶き天ぷら粉を入れさっくりと混ぜる。
③18cmのフライパンに１cmほどのサラダ油を入れ180度に熱
し、②のかき揚げの材料を入れ２～３分ほど揚げ裏返して、さら
に２～３分ほど揚げる。
④③を２等分に切り器に盛り付け、塩を振って出来上がり。

作り方

材料 （２人分）

材料 （２人分）

　

A
ボイルホタルイカ……８杯
新ジャガイモ…………１個
ブロッコリーのナバナ
（他のナバナでも可）…６本
ニンニク………………１片
オリーブ油……… 大さじ１
塩 ……………………適宜

新タマネギ ………中１個
新ジャガイモ ………２個
ソラマメ ……………８粒
薄力粉 ………………適宜

水溶き天ぷら粉 ……100ml
サラダ油 ………………適宜
塩 ………………………少々

マヨネーズ…… 大さじ２
レモン汁 …… 小さじ１
マスタード… 小さじ1/2

Chef Nagai’s
recommended

recipe

編
集
後
記

新
入
生
や
新
入
社
員
が
か
か
り
や
す
い

「
五
月
病
」。
４
月
は
新
し
い
環
境
に
順
応

し
よ
う
と
、み
ん
な
張
り
き
っ
て
い
ま
す
。

が
、５
月
に
入
り
、慣
れ
て
く
る
と「
こ
ん

な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
」と
落
ち
込
む
人

が
今
も
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
▼
半
世
紀

以
上
も
前
の
話
。
初
め
て
の
東
京
生
活
。

そ
し
て
初
め
て
の
東
京
の
友
達
と
の
会
話
。

「『
さ
て
ん
』に
行
こ
う
ぜ
」に「
ウ
ン
？
」。

行
っ
た
の
は
新
宿
西
口
駅
前
の
喫
茶
店
。

「
な
～
ん
だ
喫
茶
店
か
」と
、ひ
と
り
苦
笑

い
▼
こ
れ
も
新
宿
。マ
ー
ジ
ャ
ン
帰
り
、別

の
友
達
か
ら「
軽
く
食
っ
て
い
こ
う
ぜ
」と

誘
わ
れ
入
っ
た
の
が「
立
ち
食
い
」の
店
。

そ
の
友
達
は
入
っ
た
瞬
間「
て
ん
た
ま
う

ど
ん
」。
店
主
も「
は
い
よ
」。「
立
ち
食
い
」

の
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
新
鮮
に
感
じ
た

も
の
で
す
。
今
で
も
天
ぷ
ら
と
タ
マ
ゴ
の

入
っ
た
う
ど
ん
は
大
好
物
で
す
▼
こ
ん
な

調
子
で
何
と
か「
五
月
病
」と
は
無
縁
で
し

た
が
、数
本
の「
○
○
は
も
う
延
岡
に
帰
っ

て
き
た
ぞ
」と
い
う
延
岡
在
住
の
友
人
の

知
ら
せ
に
心
曇
ら
せ
た
苦
い
思
い
出
も
▼

新
し
い
生
活
は
、だ
れ
し
も
不
安
。そ
の
半

面
、新
し
い
自
分
を
探
す
チ
ャ
ン
ス
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

が「
利
他
の
心
」。
こ
ん
な
一
文
に
出
合
い

ま
し
た
。「
人
間
が
行
き
詰
ま
る
の
は
、自

分
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
か
ら
。
相

手
の
こ
と
を
一
所
懸
命
考
え
て
い
た
ら
幸

せ
に
な
る
」と
。
心
に
ス
ト
ン
と
落
ち
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
の
理
念
、「
相
互
扶
助
」の
精
神

と
同
じ
だ
か
ら
で
す
▼
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、当
Ｊ
Ａ
の
新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
４
面
参
照
）。
決
意
新
た
に
役
職
員
結
束

し
て
Ｊ
Ａ
事
業
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。	

（
哲
）
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能
登
半
島
と
静
岡
中
部
を
結
ぶ

線
で
東
西
を
分
け
る
と
、東
側
で

は
全
て
の
お
骨
を
納
め
る
た
め
大

き
い
骨
壺
を
使
い
ま
す
。
そ
れ
に

対
し
て
西
側
で
は
主
要
な
お
骨
の

み
を
納
め
る
た
め
、東
側
に
比
べ

サ
イ
ズ
は
小
さ
く
な
り
ま
す
。
西

日
本
で
も
例
外
は
あ
り
、九
州
や

四
国
の
一
部
の
地
域
で
は
全
部
を

収
骨
す
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
の
で

東
日
本
と
同
様
に
大
き
な
骨
壺
を

使
い
ま
す
。
当
地
延
岡
も
以
前
は

大
き
な
骨
壺
を
使
っ
て
い
ま
し
た

が
、お
墓
に
納
め
き
れ
な
い
と
い

う
理
由
か
ら
今
は
５
寸（
15
㌢
）壺

が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

奈
良
時
代
に
仏
教
が
伝
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
火
葬
が
登
場
し
ま
す

が
、火
葬
を
行
っ
た
の
は
ご
く
一

部
の
裕
福
層
の
み
で
大
半
は
土
葬

で
し
た
。
土
葬
か
ら
火
葬
に
移
行

し
た
の
は
明
治
時
代
以
降
に
な
り

ま
す
。
明
治
政
府
は
明
治
６
年
、

神
道
に
よ
る
挙
国
一
致
を
目
指
し

た
神
仏
分
離
に
関
連
し
て
火
葬
禁

止
令
を
布
告
し
ま
す
が
、仏
教
が

浸
透
し
て
い
る
こ
と
や
衛
生
面
、

墓
地
確
保
の
問
題
な
ど
か
ら
同
８

年
に
は
早
々
に
火
葬
禁
止
令
を
廃

止
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
近
代
的
な
火
葬
場
が
次
第

に
普
及
し
て
、昭
和
初
期
に
は
火

葬
率
が
飛
躍
的
に
伸
び
た
こ
と
で

納
骨
は
一
般
的
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
関
東
で

は
全
て
の
お
骨
を
納
め
る
総
収
骨

が
定
着
し
ま
し
た
。
関
西
で
は
も

と
も
と
喉
仏
を「
本
骨
」
と
し
て

最
重
要
視
し
、本
骨
を
中
心
に
拾

い
終
わ
れ
ば
良
し
と
す
る
文
化
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
総
収
骨
は
定
着

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
従
っ
て
骨
壺

の
サ
イ
ズ
が
関
東
に
比
べ
小
さ
く

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
お
墓
の
造
り
に
も

影
響
し
て
、東
日
本
の
お
墓
は
お

骨
壺
を
納
め
る
カ
ロ
ー
ト
部
分

（
遺
骨
を
納
め
る
ス
ペ
ー
ス
）が
大

き
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

比
べ
て
西
日
本
の
お
墓
の
カ
ロ
ー

ト
は
小
さ
め
で
す
。
さ
ら
に
西
日

本
の
お
墓
は
古
い
遺
骨
を
土
に
帰

す
た
め
カ
ロ
ー
ト
の
底
部
に
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
張
ら
ず
に
土
の
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
数
を

占
め
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
地
域
に
よ
っ

て
骨
壺
の
サ
イ
ズ
に
違
い

が
あ
り
ま
す
。
大
き
く
分

け
て
東
西
で
サ
イ
ズ
が
異

な
り
ま
す
。
東
日
本
で
は

主
に
直
径
７
寸
（
22
㌢
）

の
骨
壺
を
使
用
し
ま
す
が
、

西
日
本
で
使
用
す
る
骨
壺

の
サ
イ
ズ
は
そ
れ
よ
り
一

回
り
小
さ
い
４
～
６
寸
（
直

径
12
～
18
㌢
）が
主
流
で
す
。

お
く
や
み

  

故
人
お
名
前   

年
齢  

喪 

主    

ご
住
所

（
喪
主
の
方
は
敬
称
略
）

（
以
上
、
プ
リ
エ
ー
ル
ご
利
用
分
）

延
岡
は
５
寸
壺
が
主
流

管
内
で
４
月
中
に
次
の
方
々
が
他

界
さ
れ
ま
し
た
。

ご
生
前
の
ご
遺
徳
を
し
の
び
、
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

合	　

掌

【
延
岡
市
】

草
野
　
義
弘
様
80
浩

二
緑
ヶ
丘

田
口
　
秀
希
様
73
絹

代
北
方
町
蔵
田
辰

銀
島
　
厚
男
様
88
西
村
由
紀
子

野
田

藤
本
　
綾
子
様
90
美
穂
子
松
山
町

玉
田
五
十
鈴
様
70
勝

之
伊
形
町

武
島
シ
ズ
子
様
101
好

美
北
川
町
深
瀬

甲
斐
　
節
子
様
88
隆

盛
北
川
町
川
坂

新
名
　
玉
代
様
87

要

浜
砂

吉
村
ミ
ヨ
子
様
94
正

光
北
方
町
曽
木
子

新
名
ア
イ
子
様
98
誠

一
北
川
町
熊
田

土
田
マ
チ
子
様
87

聡

伊
達
町

松
田
ト
シ
子
様
97
修

一
祝
子
町

甲
斐
　
省
二
様
88
美
智
子
櫛
津
町

渡
邉
　
弘
子
様
88
恒

義
差
木
野
町

甲
斐
美
枝
子
様
92
セ
イ
子
西
階
町

橋
倉
ト
シ
子
様
73
聖

了
舞
野
町

岩
﨑
　
佳
子
様
91

崇

大
武
町

梅
田
　
　
守
様
89

修

粟
野
名
町

平
尾
　
秀
己
様
73
サ
ツ
キ
細
見
町

【
門
川
町
】

日
野
　
金
𠮷
様
71
健

太

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
誌
５
月
号
の
「
お
く
や
み
」

で
故
人
の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
次
の
通
り
で
す
。

（
誤
）　

毛
利
明
嘉

（
正
）　

毛
利
昭
嘉

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と

を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

東
西
で
異
な
る

骨
壺
の
大
き
さ
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Ａ
賞

Ｃ
賞

Ｄ
賞

Ｗ
チャンス賞

200
名様

Ｂ
賞

200
名様

200
名様

200
名様

13,000
名様

▲お見積は
コチラから！
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